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【特集】
2019年 ＪＡ山形おきたまが目指すもの

ＪＡ自己改革への挑戦

2019

この い
伝えたい、

想



2JA山形おきたま

　
新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
新
春
を

穏
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
前
年
12
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
断
続
的
な
降
雪
が
続
き
、
さ
ら
に
マ
イ

ナ
ス
10
度
以
下
と
な
る
記
録
的
な
低
温
が

続
い
た
た
め
、
ハ
ウ
ス
な
ど
の
農
業
関
連

施
設
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
果
樹
で
は

枝
折
れ
や
低
温
障
害
、
度
重
な
る
凍
霜
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
４
月
か
ら
６
月
ま
で
は
比
較
的

好
天
に
恵
ま
れ
、
田
植
え
作
業
な
ど
が
順

調
に
進
ん
だ
も
の
の
、
７
月
に
入
る
と
一

転
、
連
日
30
度
を
超
え
る
よ
う
な
猛
暑
が

続
い
た
う
え
に
、
記
録
的
な
少
雨
と
い
う

異
常
事
態
と
な
り
、
水
不
足
や
高
温
障
害

に
よ
り
、
作
物
全
般
に
わ
た
り
生
産
量
の

減
少
や
肥
大
の
遅
れ
が
生
じ
、さ
ら
に
次
々

と
発
生
す
る
台
風
が
日
本
列
島
を
縦
断
す

る
な
ど
、
日
常
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
主
力
作
物
で
あ
る
米
も
、「
日

照
り
に
不
作
な
し
」
と
い
う
言
葉
と
は
裏

腹
に
、
こ
う
し
た
異
常
気
象
の
影
響
を
受

け
収
量
が
大
き
く
下
が
り
、
作
況
指
数
も

置
賜
で
「
97
」
の
「
や
や
不
良
」
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
が
、
出
荷
玄
米
ベ
ー
ス
で
の

実
収
量
で
は
平
年
作
を
１
〜
２
割
下
回
っ

て
お
り
、
生
産
者
の
落
胆
の
声
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
る
状
況
で
し
た
。Ｊ
Ａ

で
は
収
量
の
大
幅
な
低
下
に
よ
る
収
入
減

と
な
っ
て
い
る
状
況
を
考
慮
し
、「
平
成
30

年
産
米
の
追
加
払
」
を
緊
急
に
実
施
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
独
自

資
金
や
実
質
無
利
子
と
な
る
融
資
を
行
う

ほ
か
、
購
買
代
金
の
決
済
延
長
と
い
っ
た

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
独
自
の
対
応
策
を
順

次
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
29
年
産
米
で
は

直
販
比
率
を
高
め
、
有
利
販
売
を
実
践
し

て
き
た
成
果
に
よ
り
、
当
Ｊ
Ａ
は
高
い
農

家
手
取
り
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
ブ

ド
ウ
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」
は
、
平
均
価
格
が

合
併
以
来
最
高
値
と
な
り
、米
沢
牛
も
「
地

理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
」
の
登
録

２
年
目
を
迎
え
、
積
極
的
な
販
促
活
動
と

海
外
輸
出
の
取
り
組
み
を
行
い
、
米
沢
牛

の
高
値
取
引
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
情
勢
で
は
、
T
P
P
11
協
定
や
日

E
U
・
E
P
A
へ
の
署
名
に
加
え
、
日
米

二
国
間
に
よ
る
日
米
物
品
協
定
（
T
A
G
）

の
交
渉
開
始
の
合
意
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

引
き
続
き
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
組
合
員
の

暮
ら
し
を
守
り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

を
第
一
と
し
た
取
り
組
み
を
提
案
・
実
行

し
、「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
」
を
強
力
に
、
そ
し

て
着
実
に
推
し
進
め
て
参
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
の

力
の
源
泉
は
Ｊ
Ａ
に
集
う
組
合
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
い
っ
そ
う
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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代表理事組合長　木村敏和
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◎
お
き
た
ま
統
一
共
選

　
Ｊ
Ａ
で
は
昨
年
３
月
、
南
陽
市
に
「
お

き
た
ま
統
一
共
選
」
の
中
核
を
担
う
「
広

域
集
出
荷
施
設
」
を
新
た
に
建
設
し
ま
し

た
。
最
新
の
選
果
機
能
を
備
え
た
こ
の
施

設
の
本
格
稼
働
に
よ
っ
て
、
品
質
の
「
高

位
平
準
化
」と「
安
定
出
荷
」を
一
段
と
進
め
、

有
利
販
売
に
よ
る
高
値
取
引
に
よ
っ
て
、

生
産
者
手
取
り
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

◎
高
鮮
度
貯
蔵
施
設

　
大
粒
ブ
ド
ウ
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

を
「
高
鮮
度
貯
蔵
施
設
」
に
貯
蔵
・
出
荷
し
、

年
末
の
需
要
期
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
通
常

よ
り
高
値
で
販
売
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
畠
町
の
施
設
に

加
え
て
南
陽
市
に
貯
蔵
施
設
を
新
た
に
建

設
し
た
こ
と
で
貯
蔵
量
は
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
農

業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の

拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
と
い
う

３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、「
Ｊ
Ａ

自
己
改
革
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
「
生
産
者
手
取
り
の
最

大
化
を
図
る
」
こ
と
を
第
一
と
し

て
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
組
合

員
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
営
農
や
暮
ら
し
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
地

域
農
業
発
展
の
た
め
に
共
に
進
ん

で
参
り
ま
す
。
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リ
ー
」、そ
し
て
昨
年
11
月
に
は
第
３
弾「
お

き
た
ま
デ
ラ
ま
め
」
を
発
売
し
ま
し
た
。

地
域
名
を
活
か
し
た
商
品
を
全
国
的
に
販

売
し
て
い
く
こ
と
で
、
置
賜
の
知
名
度
向

上
を
図
り
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
要
と

し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◎
担
い
手
を
明
確
に
し
た
支
援

　
新
規
就
農
者
確
保
・
定
着
に
向
け
た
支
援

　
地
域
農
業
を
維
持
・
拡
大
し
て
い
く
た

め
に
は
「
担
い
手
の
確
保
」
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。Ｊ
Ａ
で
は
「
担
い
手
を
明
確
に
し
た

支
援
」
に
よ
っ
て
、
地
域
農
業
を
支
え
る

農
家
に
対
し
て
機
械
導
入
な
ど
へ
支
援
す

る
ほ
か
、「
新
規
就
農
者
確
保
・
定
着
に
向

け
た
支
援
」
で
は
、
農
業
を
志
す
人
へ
農

地
賃
借
料
の
補
助
や
指
導
農
家
に
対
す
る

助
成
や
、
資
材
購
入
費
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◎
お
き
た
ま
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発

　
置
賜
地
域
を
象
徴
す
る
商
品
と
し
て
Ｊ

Ａ
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
開
発
し
た
「
お

き
た
ま
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
」。
第
１
弾

の
「
山
形
グ
ミ
　
お
き
た
ま
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」

は
１
０
０
万
袋
を
超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
っ
て
お
り
、
続
く
第
２
弾
の
「
山
形

お
き
た
ま
デ
ラ
ウ
ェ
ア
　
ア
ル
コ
ー
ル
フ

農
業
者
の
所
得
増
大

農
業
生
産
の
拡
大



事
業
繁
栄
を
祈
願
す
る
出
席
者

テープカットを行う関係者

受験合格米ご祈祷式
合格米「つや姫」で受験生を応援

平成30年度山形おきたま産デラウェア出荷反省会
「おきたま統一共選」２年目の躍進

米沢肉用牛センター牛魂祭
牛の供養と事業発展を祈願

秋季 農機・生活フェア
農機フェア多くの来場者で賑わう

4JA山形おきたま

おきたまの話題・出来事に
スポットを当て
いち早くお伝えします。

おきたまの話題・出来事に

　
11
月
９
日
と
10
日
の
２
日
間
、
本
店
で
秋

季
の
「
農
機
・
生
活
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、

２
日
間
で
約
１
２
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
今
季
は
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど

の
農
業
機
械
の
ほ
か
、
数
多
く
の
除
雪
機
が

展
示
さ
れ
、
好
評
の
中
古
農
機
コ
ー
ナ
ー
に

は
多
く
の
人
が
目
を
留
め
て
い
ま
し
た
。「
生

活
フ
ェ
ア
」
に
は
暖
房
機
器
や
テ
レ
ビ
な
ど

の
生
活
家
電
や
歳
暮
の
贈
答
用
ギ
フ
ト
商
品

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
沢
牛
の
供
養
と
事
業
の
発

展
を
祈
願
す
る
「
牛
魂
祭
」
が

11
月
９
日
、
当
Ｊ
Ａ
が
運
営
す

る
米
沢
肉
用
牛
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
牛
魂
祭
に
は
生
産
者
や
米
沢

市
、Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
20
人

が
出
席
し
、
玉
串
奉
奠
な
ど
の

神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
一
様
に
「
牛
の
御

魂
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今

後
も
味
や
品
質
の
さ
ら
な
る
向

上
に
努
め
、
米
沢
牛
の
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
を
一
層
図
っ
て
い

こ
う
」
と
誓
い
ま
し
た
。

　
11
月
12
日
、
高
畠
町
の
亀
岡
文

殊
尊
大
聖
寺
で
「
受
験
合
格
米
ご
祈

祷
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、
合
格
米
「

つ
や
姫
」
を
生
産
し
て
い
る
高
畠
南

部
共
乾
施
設
利
用
組
合
員
や
関
係
機

関
担
当
者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
運
び
込
ま
れ
た
合
格
米
の
祈
祷

後
に
は
、
な
か
よ
し
保
育
園
の
園

児
ら
約
50
人
が
お
に
ぎ
り
の
手
作

り
お
面
を
被
り
、
合
格
米
の
歌
と

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
合
格
米

は
亀
岡
文
殊
の
売
店
や
県
内
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
約
４
０
０
０
袋
が
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

栽
培
対
策
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
る
部
会
員

合
格
米
の
歌
と
踊
り
を
披
露
す
る
園
児
ら

　
当
Ｊ
Ａ
と
ぶ
ど
う
振
興
部
会
は

11
月
９
日
、
南
陽
支
店
で
「
山
形

お
き
た
ま
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
出
荷
反

省
会
」
を
開
き
、
部
会
員
や
市
場

担
当
者
、Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
１
０

０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
出
荷
数
量
は
２
３
０

９
㌧
で
前
年
対
比
93
％
と
な
り
ま

し
た
が
、
２
年
目
を
迎
え
た
「
お

き
た
ま
統
一
共
選
」
に
よ
る
販
売

対
策
が
徹
底
さ
れ
、
販
売
キ
ロ
単

価
は
６
７
０
円
で
前
年
対
比
１
０

３
％
と
前
年
度
を
上
回
る
高
単
価

の
結
果
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。



目録を手渡す木村敏和組合長（中）と渡部義満社長（右）。
受け取る原田俊二町長（左）

中川市長（左）にレプリカを手渡す木村組合長（右）

川西町へ人形供養祭供養料を贈呈
供養料を子育て支援に役立てて

第29回全国ＪＡ販売事業戦略サミット
おきたま統一共選の成果を報告

ＪＡ山形おきたま青年大会
活動優良事例を交換

米沢市長へカーブミラー寄贈
カーブミラーを管内に38基贈呈
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県
大
会
出
場
者
を
激
励
す
る
井
上
清
人
委

員
長
（
中
）
と
渡
邊
拓
磨
さ
ん
（
左
）
と

髙
橋
佑
二
さ
ん
（
右
）

熱
心
に
議
論
す
る
参
加
者

　
木
村
敏
和
組
合
長
は
11
月
13

日
、
米
沢
市
役
所
を
訪
れ
、
交

通
事
故
防
止
用
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

６
基
の
目
録
と
レ
プ
リ
カ
を
中
川

勝
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
中
川

市
長
は
「
今
回
の
分
を
合
わ
せ

て
、
こ
れ
ま
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
延

べ
４
１
１
基
と
救
急
車
３
台
を
寄

贈
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し
た

い
。
市
民
か
ら
の
設
置
要
望
に
基

づ
い
て
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
11
月
13
日

か
ら
16
日
に
か
け
て
管
内
３
市
５

町
に
合
わ
せ
て
38
基
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
11
月
13
日
、

長
井
市
の
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

で
「
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
青
年

大
会
」
を
開
き
、
青
年
部
員
や

Ｊ
Ａ
役
職
員
、
関
係
団
体
な
ど

約
１
３
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　「
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
発
表
」

の
部
で
は
小
国
町
の
渡
邊
拓
磨

さ
ん
、「
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
活
動

実
績
発
表
」
の
部
で
は
飯
豊
町

の
髙
橋
佑
二
さ
ん
、「
手
作
り

看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
最

優
秀
賞
に
白
鷹
地
区
鮎
貝
支
部

が
、
優
秀
賞
に
は
高
畠
地
区
青

年
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
販
売
高
が
多
い
ト
ッ
プ

Ｊ
Ａ
が
集
ま
る
「
Ｊ
Ａ
販
売
事
業

戦
略
サ
ミ
ッ
ト
」
が
11
月
15
日
、

当
Ｊ
Ａ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
18
Ｊ
Ａ
、
約
60
人
の
役
職

員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
事
例
紹
介
で
は
当
Ｊ
Ａ
が
取
り

組
む
「
お
き
た
ま
統
一
共
選
」
に

よ
る
園
芸
作
物
の
集
出
荷
施
設
再

編
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
サ

ミ
ッ
ト
の
前
に
は
南
陽
市
の
「
広

域
集
出
荷
施
設
」
の
視
察
も
組
み

込
ま
れ
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
販
売
事
業

の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
イ
エ
イ
サ
ー
ビ
ス
お
き
た

ま
は
11
月
16
日
、
川
西
町
役
場
で

原
田
俊
二
町
長
に
「
や
す
ら
ぎ
お

き
た
ま
川
西
ホ
ー
ル
」
で
行
っ
た

「
人
形
・
ぬ
い
ぐ
る
み
供
養
祭
」

の
供
養
料
を
「
お
え
か
き
ボ
ー
ド

掲
示
板
」
な
ど
３
点
、
10
万
円
相

当
分
と
し
て
寄
贈
し
ま
し
た
。
　

　
原
田
俊
二
町
長
は
「
Ｊ
Ａ
か
ら

の
温
か
い
寄
付
に
心
か
ら
感
謝
す

る
。寄
贈
品
は
町
民
だ
け
で
な
く
、

町
外
の
人
た
ち
も
利
用
で
き
る
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、

広
く
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。



平成30年度米沢牛枝肉共励会
最高に盛り上がる米沢牛枝肉共励会

リンドウ出荷反省会
リンドウの出荷倍増

6JA山形おきたま

栽
培
や
販
売
方
法
に
つ
い
て

協
議
す
る
参
加
者

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
寒
河
江
秀
明
さ
ん

　
Ｊ
Ａ
と
切
花
振
興
部
会
は
11
月

20
日
、Ｊ
Ａ
米
沢
北
出
張
所
で
、
部

会
員
や
市
場
担
当
者
な
ど
約
20
人

を
集
め
て
、
リ
ン
ド
ウ
の
品
種
検

討
会
と
出
荷
反
省
会
を
開
き
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
は
９
万
１
４
１

５
本
を
出
荷
し
、
29
年
度
比
１
０

７
％
増
と
飛
躍
的
に
伸
び
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ン
ド
ウ

は
作
付
け
年
度
の
次
の
年
か
ら
収

穫
が
始
ま
り
、
29
年
度
の
作
付
け

は
２
万
本
を
越
し
、
30
年
度
も
１

万
２
０
０
０
本
を
定
植
し
て
お
り
、

31
年
度
は
さ
ら
に
出
荷
量
が
伸
び

る
見
込
み
で
す
。

食味をチェックする審査員

第３回ラ・フランス食味審査会
食味重視で品質を審査

　
当
Ｊ
Ａ
と
西
洋
梨
振
興
部
会

は
11
月
19
日
、
本
店
で
「
第
３

回
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
食
味
審
査
会
」

を
開
き
、
審
査
員
と
し
て
部
会

員
や
関
係
機
関
、Ｊ
Ａ
役
職
員

な
ど
22
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

審
査
会
は
糖
度
と
酸
味
の
バ
ラ

ン
ス
や
香
り
、
舌
触
り
な
ど
食

味
に
特
化
し
た
基
準
で
、「
総

合
的
に
判
断
し
、
食
べ
て
お
い

し
い
と
感
じ
た
も
の
を
評
価
す

る
」
形
式
で
審
査
し
ま
し
た
。

一
昨
年
よ
り
置
賜
全
域
で
統
一

し
て
実
施
さ
れ
、
今
年
で
３
回

目
と
な
り
ま
す
。
管
内
３
市
２

町
か
ら
54
点
の
西
洋
梨
「
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
」
が
出
展
さ
れ
ま
し

た
。

名誉賞を受賞した阿部修二さん

第41回山形県牛枝肉共進会
快挙！阿部修二さん名誉賞受賞

　
山
形
肉
牛
協
会
が
主
催
す
る
「
第
41

回
山
形
県
牛
枝
肉
共
進
会
」
が
11
月
19

日
、
山
形
市
の
㈱
山
形
県
食
肉
公
社
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
県
内
全
域
か
ら
１
３
０
頭
の
出
品
が

あ
り
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
組
合
員
２
名
の
黒

毛
和
牛
４
頭
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
審
査
員
が
牛
枝
肉
審
査
基
準
に
基
づ

き
、
肉
質
の
良
さ
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
最
高
位
の
名
誉

賞
に
阿
部
修
二
さ
ん
（
川
西
町
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
11
月
21
日
、
東
京
食
肉
市
場
で
「
平
成
30
年
度
米
沢
牛

枝
肉
共
励
会
」
を
開
き
、
25
頭
の
米
沢
牛
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
寒
河
江
秀
明
さ
ん
（
川
西
町
）
が
選
ば
れ
、
１
㌔
当

た
り
４
５
８
６
円
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
平
均
の
㌔
単
価
は
３
１
５

７
円
と
昨
年
よ
り
２
２
９
円
高
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
受
賞
者
は
、

優
秀
賞
１
席
に
安
部
直

宏
さ
ん
（
米
沢
市
）、

優
秀
賞
２
席
に
朝
倉
幸

雄
さ
ん
（
長
井
市
）、

優
良
賞
に
鈴
木
英
行
さ

ん
（
米
沢
市
）
と
高
橋

啓
さ
ん
（
飯
豊
町
）
と

上
田
稔
さ
ん
（
飯
豊
町
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。



ＪＡ職員から説明を受ける組合員

講演に聞き入る参加者

「おきたま園芸ステーション」稼動説明会
園芸作物の生産振興に向けて

ＪＡ山形おきたま農政学習会
農政について意見交換

アスパラガス出荷反省会
置賜産アスパラガス過去最高単価に

不動産相続セミナー
ＪＡで相続を安心に
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積
極
的
に
意
見
を
交
わ
す
部
会
員

講
演
す
る
鈴
木
憲
和
衆
議
院
議
員 

　
Ｊ
Ａ
米
沢
東
出
張
所
で
11
月
22

日
、
不
動
産
相
続
セ
ミ
ナ
ー
が
開

か
れ
、
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
農
林
中
央
金
庫
の

顧
問
税
理
士
を
務
め
る
森
谷
和
則

税
理
士
を
講
師
に
迎
え
、「
不
動

産
の
相
続
と
事
前
の
対
策
に
つ
い

て
」
と
「
税
務
調
査
の
実
態
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
不
動
産
の
相

続
と
贈
与
を
中
心
に
し
た
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
相
続
が
円
満

な
『
爽
族
』
と
な
る
よ
う
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
生
か
し
て
い
き
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
振
興
部

会
は
11
月
22
日
、
ハ
イ
ジ
ア
パ
ー

ク
南
陽
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
出
荷
反

省
会
を
開
き
、
部
会
員
や
市
場
担

当
者
、
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
約
40
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
置
賜
産

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
量
は
１
４

１
㌧
（
前
年
比
99
％
）
と
昨
年
に

引
き
続
き
減
少
し
ま
し
た
が
、
１

㌔
当
た
り
の
平
均
販
売
単
価
が
過

去
最
高
の
１
０
８
５
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
市
場
担
当
者
か
ら
は
「
来
年
も

一
致
団
結
し
て
秀
品
率
と
出
荷
量

を
向
上
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
激

励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
と
農
政
対
策
本
部
は
11

月
23
日
、
本
店
で
「
Ｊ
Ａ
山
形
お

き
た
ま
農
政
学
習
会
」
を
開
き
、

置
賜
管
内
の
農
業
者
と
Ｊ
Ａ
役
職

員
約
２
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
鈴
木
憲
和
衆
議
院
議

員
を
講
師
に
迎
え
て
農
業
情
勢
全

般
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
木
村
敏
和
組
合
長
は
「
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
、
的
確
な
情
報
収
集
を

行
い
、
そ
の
う
え
で
国
や
県
に
も

言
う
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と
言

う
と
い
う
姿
勢
が
大
切
」
と
学
習

会
の
意
図
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
は
11

月
27
日
か
ら
30
日
の
４
日
間
、
米

沢
北
出
張
所
や
白
鷹
支
店
な
ど
４

会
場
で
「
お
き
た
ま
園
芸
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
稼
動
説
明
会
を
開
き
、

利
用
を
検
討
し
て
い
る
組
合
員
や

管
内
農
業
者
な
ど
計
80
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
直
販
事
業
と
物
流
の

拠
点
と
な
る
選
果
施
設
で
、
旧
大

塚
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
建
設
さ

れ
、
来
年
の
４
月
に
稼
動
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
説
明
会
で
は
施
設

利
用
に
向
け
て
搬
入
時
の
留
意
点

や
施
設
利
用
料
な
ど
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。



　
当
J
A
は
11
月
８
日
か
ら

11
日
の
４
日
間
、
千
葉
県
習

志
野
市
の
イ
オ
ン
津
田
沼
店

で
開
か
れ
た
「
米
沢
・
置
賜

フ
ェ
ア
」に
出
展
し
ま
し
た
。

当
フ
ェ
ア
は
山
形
県
と
イ
オ

ン
㈱
が
緊
密
な
相
互
連
携
と

協
働
に
よ
る
活
動
を
推
進
す

る
「
包
括
的
連
携
協
定
」
の

一
環
と
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。
店
内
に
は
オ
カ
ヒ
ジ
キ

な
ど
の
伝
統
野
菜
や
管
内
の

地
酒
、
伝
統
工
芸
品
な
ど
が

売
場
に
並
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
山
形
お
き
た
ま

産
の
「
つ
や
姫
」
と
平
成
30

年
に
本
格
デ
ビ
ュ
ー
し
た

「
雪
若
丸
」
を
販
売
し
、
職

員
が
来
場
者
に
特
長
な
ど
を

直
接
説
明
し
な
が
ら
山
形
お

き
た
ま
産
米
の
お
い
し
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
炊

き
た
て
の
ご
飯
を
ひ
と
口
サ

イ
ズ
の
お
に
ぎ
り
に
し
て
試

食
を
勧
め
ま
し
た
。「
雪
若

丸
」
を
試
食
し
た
来
場
者
か

ら
は
「
粒
が
大
き
く
て
食
べ

応
え
が
あ
る
。
口
に
広
が
る

優
し
い
甘
み
が
と
て
も
お
い

し
い
」
と
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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山
形
お
き
た
ま
産
米
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ

イ
オ
ン
津
田
沼
店
「
米
沢
・
置
賜
フ
ェ
ア
」

　
天
童
市
の
山
形
県
総
合

運
動
公
園
内
総
合
体
育
館

事
務
所
で
11
月
28
日
、
天

皇
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ
第
98
回
全
日

本
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

の
準
決
勝
ベ
ガ
ル
タ
仙
台

戦
に
臨
む
モ
ン
テ
デ
ィ
オ

山
形
を
激
励
す
る
た
め
、

当
J
A
は
お
き
た
ま
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品

「
お
き
た
ま
デ
ラ
ま
め
」

1
0
0
袋
を
贈
り
ま
し
た
。

㈱
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の

渡
邉
修
代
表
取
締
役
か
ら

は
「
豆
に
あ
や
か
り
、
選

手
一
人
ひ
と
り
が
マ
メ
に

努
力
し
、
山
形
県
内
の
皆

さ
ん
の
声
援
に
精
一
杯
応

え
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
山
形
な
ら
で

は
」
の
土
産
菓
子
を
顕
彰

す
る
「
や
ま
が
た
土
産
菓

子
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
最
終

審
査
が
12
月
１
日
に
開
か

れ
、「
お
き
た
ま
デ
ラ
ま
め
」
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モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
を
応
援

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
を
応
援

第
４
回
や
ま
が
た

土
産
菓
子
コ
ン
テ
ス
ト
優
良
賞
受
賞

が
優
良
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。「
や
ま
が
た
土
産
菓

子
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
や
ま

が
た
食
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

協
議
会
が
主
催
し
、
県
産

農
産
物
な
ど
を
使
用
し
た

県
内
製
造
の
土
産
菓
子
の

推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。「
お
き
た
ま
デ
ラ
ま

め
」
は
置
賜
産
デ
ラ
ウ
ェ

ア
を
原
料
に
、
山
形
の
大

手
菓
子
メ
ー
カ
ー
㈱
で
ん

六
と
コ
ラ
ボ
企
画
し
、
東

北
芸
術
工
科
大
学
の
中
山

ダ
イ
ス
ケ
学
長
が
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
手
掛
け
た
『
オ
ー

ル
山
形
』
商
品
と
し
て
大

き
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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カップ寿司 み
ら
く
る

ク
ッ
キ
ン
グ

　今
月
の
み
ら
く
る
ク
ッ
キ
ン
グ
は
女
性
部
本

部
委
員
が
「
ハ
レ
の
日
の
献
立
」
と
し
て
調
理

実
習
し
た
6
点
の
中
か
ら
お
正
月
ら
し
い
2
点

を
紹
介
し
ま
す
。
彩
り
豊
か
な
お
寿
司
と
切
り

方
一
つ
で
華
や
か
に
な
る
お
吸
い
物
。
ぜ
ひ
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

材料（2人分）

鍋にシイタケ、戻し汁を入れて中火にかけ、5
～6分煮たてる。＜調味料＞の材料を加え、煮
汁が少なくなるまで煮含めて、そのまま冷ま
す。半分はみじん切りにし、酢飯に混ぜる。
残り半分は薄切りにして、飾り付け用にす
る。この時アク取りをする。
＜金糸卵＞の材料を合わせ、サラダ油を薄く
ひいたフライパンで、薄焼き卵を何枚か作
り、薄切りにして金糸卵を作る。
熱湯でレンコンとキヌサヤを1分ほど茹でて、
冷水で冷ます。同じ鍋でむきエビを茹で、水気
を取る。
炊いたご飯にエーコープらっきょう酢を回しか
けて、切るように手早く混ぜる。酢飯をカップ
に入れて、シイタケ、金糸卵、エビ、レンコ
ン、キヌサヤ、桜でんぶ、イクラを盛り付けて
出来上がり。

4～5㎝角に切った豆腐をまな板にのせ、手前と向
こう側に割箸を置き、3㎜幅に包丁を入れてい
く。端まで切ったら90度向きを変えて同じ幅に切
り込みを入れてさいの目状にする。切った豆腐は
手でそっと持ち上げ、お椀に入れておく。
だし汁を火にかけ、80℃くらいでだいたいの塩味

下準備：お米は洗ってザルに上げ30分置く。1.5合分の水より少
し少なめに水加減し、昆布をのせて炊く。シイタケは一晩つけ
て柔らかく戻し、軽く絞って軸を切り落とす。戻し汁は網を通
しておく。むきエビは背わたを取る。レンコンは皮をむき、縦
半分に切って薄切りにし、酢水につける。

①

②

③

④

①

②

③

作り方

作り方

菊花豆腐のお吸い物

ここがポイント！■レンコンとキヌサヤを茹で鍋でむき
エビを下茹ですることで時間短縮できます。

ここがポイント！■塩を入れるときは全部を入れてしまわ
ずに、残しておいて後で調整するようにする。

◆ 材料のマークについて
＝大さじ　 ＝小さじ

米…………………………1.5 合
エーコープらっきょう酢…45～50cc
昆布（5㎝角）……………1枚
干しシイタケ……………3～4枚
もどし汁…………………250ml

むきエビ………6尾
レンコン………2～3㎝
キヌサヤ………5～6本
桜でんぶ………適量
イクラ…………適量

材料（3人分）
豆腐…………半丁
だし汁………450cc
酒……………
塩……………適量

　　1
　　1

　　1

　　1
　　1
　　1

＜調味料＞
酒………………
みりん…………
砂糖……………
しょうゆ………

＜金糸卵＞
卵……………2個
水……………
砂糖…………
塩……………少々
サラダ油……適量

お
正
月
特
別
編

を決める。ナメコを入れて弱火で煮て酒としょ
うゆで味をととのえる。
菊花豆腐を入れたお椀に、ナメコを入れた吸い
地をよそい、彩りにミツバをそえる。

しょうゆ……………適量
ミツバ（茹でて結んでおく）…適量
ナメコ………………適量

トピックス／料理9
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Ｊ
Ａ
青
年
部「
食
農
教
育
活
動
」

　
　
　
　
　
　
　
ー
子
ど
も
た
ち
に
「
農
」「
食
」「
命
」
の
大
切
さ
を
伝
え
る
ー

米沢地区

高
畠
地
区

南陽地区

　
　
　
　
　
　
　
ー
子
ど
も
た
ち
に
「
農

　
　
　
　
　
　
　
ー
子
ど
も
た
ち
に
「
農

　
　
　
　
　
　
　
ー
子
ど
も
た
ち
に
「
農

　
　
　
　
　
　
　
ー
子
ど
も
た
ち
に
「
農

　
　
　
　
　
　
　
ー
子
ど
も
た
ち
に
「
農

　
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
青
年
部
で
は
平
成
30

年
度
も
、
活
動
の
大
き
な
柱
と
し
て
「
食
農

教
育
活
動
」
の
実
践
を
掲
げ
、
７
地
区
27
の

支
部
や
班
が
、
地
域
の
小
学
校
を
対
象
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上郷支部

米沢市立上郷小学校５年生児童を
対象とした稲作体験の実施

米沢支部

米沢市立興譲小学校５年生児童を
対象とした稲作体験の実施

窪田支部

亀岡班

高畠町立亀岡小学校全学年を
対象とした稲作・畑作体験の実施

糠野目班

高畠町立糠野目小学校全学年を
対象とした畑作体験の実施

漆山支部

南陽市立漆山小学校全学年を
対象とした稲作体験の実施

南陽東部支部（赤湯班）
南陽市立赤湯小学校１・２・３学年を対象とした畑作体験の実施
南陽東部支部（中川班）
南陽市立中川児童館を対象とした畑作体験の実施

沖郷支部

南陽市立沖郷小学校３年生を
対象とした稲作体験の実施

米沢市立窪田小学校
５年生児童を対象とした
稲作体験の実施

米沢市立塩井小学校全学年児童を
対象とした稲作体験の実施

塩井支部
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川西地区

長井地区

飯豊地区

白鷹地区

川西町立小松小学校１年生を
対象とした畑作体験の実施

東沢支部

長井市立平野小学校２年生を
対象とした畑作体験の実施

平野支部

長井市立豊田児童センター年長児童を
対象とした畑作体験の実施

豊田支部

鮎貝支部

白鷹町立鮎貝小学校５年生を
対象とした稲作体験の実施

東根支部

白鷹町立ひがしね保育園児童を
対象とした稲作体験の実施

蚕桑支部

白鷹町立蚕桑小学校５年生を
対象とした稲作体験の実施

添川活動班

添川児童センター児童を
対象とした畑作体験の実施

稲作体験出前授業班

東京都内小学校６校の５年生を
対象とした稲作体験の実施

食農イベント班

都内の児童・保護者を対象とした
食農教育イベントの実施

交流事業班

都内小学校の児童・教員・保護者の
飯豊町訪問ツアーの実施

伊佐沢支部

長井市立伊佐沢小学校５・６年生を
対象とした畑作体験の実施

長井市立西根小学校１・２年生、西根児童
センター全児童を対象とした畑作体験の実施

西根支部

大塚支部

北斗幼稚園全児童を
対象にした畑作体験の実施

犬川支部

川西町立犬川小学校全学年を
対象とした稲作・畑作体験の実施

川西町立吉島小学校５年生を
対象とした稲作・畑作体験の実施

吉島支部

川西町立中郡小学校５年生を
対象とした稲作体験の実施

中郡支部小松支部

小松保育園・幼稚園年長組の児童を
対象にした畑作体験の実施

P11
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みんなの
メッセージ

 

　　　

【全体運】できる人と比べ、落ち
込みやすい傾向がチラリ。「人は
人」と割り切って。リフレッシュ
するには神社散策が吉
【健康運】食生活が乱れがち。特
に暴飲暴食に注意
【幸運の食べ物】タラ

【全体運】前向きな気持ちになれる
月です。やってみたいことがある
なら、積極的に取り組んでみて。
新チャレンジも幸運
【健康運】体を軽く動かすことで
気力回復の兆し
【幸運の食べ物】伊予カン

【全体運】物事を邪推しやすく、
不要なトラブルを招く原因に。余
計な発言は控えるべき。開運には
窓や鏡を磨くと効果大
【健康運】ストレスを感じそう。
十分な休息が大事
【幸運の食べ物】ナバナ

【全体運】勢いがある半面、不注
意になりそう。小さな失敗にクヨ
クヨせず、サッと切り替えましょ
う。観劇が良い刺激に
【健康運】運動を満喫して。心身
共に良い影響が
【幸運の食べ物】長ネギ

【全体運】いつになく神経質にな
ってしまうかも。深刻に受け止め
やすいので、気楽に構えること。
深呼吸でリラックスを
【健康運】温活に力を入れると、
順調に過ごせます
【幸運の食べ物】おから

【全体運】レジャー運が盛り上が
る予感。気の合う仲間たちとにぎ
やかに過ごして。新年会などの幹
事役は進んで引き受けて吉
【健康運】無茶なダイエットは×
。肩の力を抜いて
【幸運の食べ物】ワカサギ

【全体運】思い込みが激しくなる気
配。特に伝言ミスをしやすいので
、ご用心。また、慣れている作業
でも確認を徹底して
【健康運】なんとなく不調を感じ
がち。睡眠が必須
【幸運の食べ物】ホウレンソウ

【全体運】知的好奇心を大切にし
たい時期。気になるジャンルにつ
いて情報収集を。話題の映画を見
るのもうれしい発見あり
【健康運】おおむね安泰。スポー
ツやダンスを楽しんで
【幸運の食べ物】ダイコン

【全体運】プライベートの充実に
力を入れると、満足感を得られま
す。興味を持っていた趣味や習い
事を始めるのも正解
【健康運】規則正しい生活を。
特に早起きがグッド
【幸運の食べ物】キンメダイ

【全体運】自分に自信が生まれそ
う。大胆にリーダーシップを発揮
しましょう。また、未体験の世界
に飛び込むのも大賛成
【健康運】評判の健康法が体質に
ぴったり合うかも
【幸運の食べ物】京菜

【全体運】何かと迷いが生まれや
すいもよう。1人で悩まず、信頼
できる相手に相談してみて。気晴
らしには音楽鑑賞が最適
【健康運】つい食べ過ぎてしま
う気配。節制が必要
【幸運の食べ物】サワラ

【全体運】今まで付き合ったこと
のないタイプと知り合える期間。
飲み会には意欲的に参加して。趣
味の集まりにも注目を
【健康運】疲れやすい暗示。早めの
ケアを心掛けて
【幸運の食べ物】納豆

あなたの運勢 １月
牡羊座 牡牛座  双子座  蟹座

 獅子座  乙女座  天秤座  蠍座

 射手座  山羊座  水瓶座  魚座

占い師 モナ・カサンドラ

  3/21～4/19  4/20～5/20  5/21～6/21  6/22～7/22

 7/23～8/22  8/23～9/22  9/23～10/23  10/24～11/22

 11/23～12/21  12/22～1/19  1/20～2/18  2/19～3/20

　
読
者
の
皆
さ
ん
、Ｊ
Ａ
広
報
誌「
み
ら
く
る
」毎
度
ご

愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

去
年
の
正
月
、祖
母
か
ら「
や
は
は
え
ろ
さ
焼
ぐ
餅
も
っ

て
げ
」と
言
わ
れ
て
意
味
が
わ
か
ら
ず
聞
き
返
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　「
や
は
は
え
ろ
」は「
弥
栄
え
ろ（
い
や
さ
か
え
ろ
）」が

訛
っ
た
言
葉
で
、各
家
庭
の
正
月
飾
り
な
ど
を
一
箇
所

で
焚
い
て
豊
作
や
無
病
息
災
を
祈
る
正
月
の
伝
統
行
事

で
す
。お
き
た
ま
で
は
地
域
に
よ
っ
て「
や
は
は
え
ろ
」

や「
さ
い
ど
や
き
」、「
ど
ん
ど
や
き
」な
ど
と
呼
び
方
が

異
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
で
唱
え
言
も
違
っ
て
い
る
こ
と
が
面
白

い
と
こ
ろ
で
す
。「
貧
乏
神
も
っ
て
行
っ
て
、果
報
持
っ

て
来
い
」や「
や
は
は
え
ろ
」、「
目
く
そ
鼻
く
そ
飛
ん
で

け
」、「
あ
き
の
ほ
う
さ
、も
っ
か
え
ろ
」な
ど
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
の
地
域
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
に
よ
っ
て
呼
び
方
や
唱
え
方
は
違
い
ま
す
が
、

ど
れ
も
今
年
一
年
の
福
徳
を
お
願
い
す
る
大
事
な
行
事

で
す
。
私
も
今
年
の
正
月
は
大
声
で
唱
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

ＪＡ事務所に立ち寄ったときに、
待合所に『家の光』が置いてある
のを見つけました。私が小さい頃

に家族で読んでいたことを思い出し、
懐かしさとともに今でも続いているこ
とに驚きました。内容も題材が多彩で
面白かったです。（川西町・60歳）

『家の光』は創刊から90年を越え、皆
さまから長く愛されているJAの家庭雑
誌です。その時々の新鮮なテーマで編

集され、私たちの生活に大変役立つ記事で毎
月、魅力的な暮らし方を提案してくれていま
す。
　年間購読いただきますと割引となります。
お買い求めの際は、最寄りの支店にてお申し
込みお願いいたします。

平成最後の冬になりますが穏やか
な冬になることを静かにお祈りし
ます。（白鷹町・71歳）

平成も終わりだと考えると感慨深い気
持ちになります。来年の５月から新し
い元号。なんだかワクワクしますね。

　来年も皆さんにとって良い年になりますこ
とをお祈りいたします。



★クオカード（10名）

正解者に抽選でプレゼント
★米沢牛（２名）
★クオカード（10名）

  

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワク
の文字を順に並べてできた言葉が答えです。

★米沢牛（２名）

12月号当選者12月号の正解は
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　E
トシワスレ

でした

読者のページ13

ヒント

官製はがきなどにクイズの答え・郵便番
号・住所・氏名・年齢・電話番号・本誌に
関するご意見・ご感想を必ずご記入の上、

 ＪＡ山形
おきたま総務課宛にお送り下さい。

応募方法

輪郭を描いた紙に目や鼻などのパーツを並べて遊びます
１、２、３や一、二、三など
『春の海』や『六段の調（しらべ）』を奏でる楽器
小銭入れに入れる物
鹿児島産焼酎の原料の多くはこれ
空からちらちらと降ってきます
山田太郎さんだったらＴ・Ｙ
怒ると頭に生えるかも
車窓を流れていくもの
剣道で使う武具
ご来光を見るために登る人もいます

タテのカギ

  ヨコのカギ

※当選者ならびに手紙・イラストなど掲載時の住所、氏名の紹介について、ご了承のうえご応募下さい。
　なお、応募ハガキの個人情報は、当ＪＡの事業運営に関すること以外の目的には使用しません。

1

2

3

4

6

8

10

12

14

16

18

障子よりは破れにくそうな建具
彼は──東西の文学に詳しい
素振り中のバットが切るもの
テンサイなどから作られる調味料
漫談家が巧みな──で場を沸かせた
カキやタイラギ、トコブシなど
──考査。──手当
寒い日には氷が張ることも
平成31年の十二支は
闘鶏に使われる鳥。漢字で書くと軍鶏
農具や収穫物を入れておく建物
壁の──から風が吹き込んだ
旅客機に乗ってためる人もいます

1

3

5

6

7

9

11

13

15

17

19

20

21

小　形　庸　子

髙　橋　紀　衣
本　田　幸　代
冨　樫　朱　美

寒河江　早百合
宇　浦　千里子

飯　澤　知　子

本　木　悦　子
二　瓶　貞　男

菅　野　和　子

下　林　政　志

五十嵐　喜美子

米 沢 市

高 畠 町

高 畠 町

南 陽 市

川 西 町

川 西 町 白 鷹 町

長 井 市

長 井 市

白 鷹 町

飯 豊 町

小 国 町

いろいろな技もあります。

締め切り 12月26日（水）必着
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営
業
時
間

忠
実
義
務
に
関
す
る
取
引（
利

益
相
反
取
引
）の
承
認
に
つ
い
て

組
合
員
に
対
す
る
貸
出
に
つ
い
て

農
林
中
央
金
庫
の
預
金
施
設
見

直
し
に
伴
う
利
用
率
の
決
定
に

つ
い
て

山
形
県
農
業
信
用
基
金
協
会
に

対
す
る
増
資
に
つ
い
て

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
継
続
加

入
に
つ
い
て

出
資
金
減
口
の
承
認
に
つ
い
て

〈
役
員
会
だ
よ
り
〉
左
記
の
事
項
を
協
議
し
ま
し
た
。

◎
理
事
会
の
報
告

第
9
回
理
事
会

開
催
日
／
11
月
29
日（
木
）

場
　所
／
本
　
　
店

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

【
協
議
事
項
】

１
月
の
無
料
税
務
相
談

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
税
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
無
料
で
承
っ
て
い
ま
す
。
相
談
ご
希
望
の
方

は
、
予
約
制
で
す
の
で
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

▼
相
談
税
理
士

　仁
科
孝
先
生

1
月
16
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

本
店
（
川
西
）
　
　
☎
46
―
３
１
１
２

１
月
の
無
料
法
律
相
談

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
無
料
で
法
律
相
談
を
承
っ
て
い

ま
す
。
相
談
ご
希
望
の
方
は
、
各
支
店
・
出
張

所
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

1
月
24
日（
木
）午
後
３
時
〜
午
後
５
時

本
店
（
川
西
）

▼
相
談
弁
護
士

　倉
岡
憲
雄
先
生

▼
相
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容
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第
１
号
議
案

第
２
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◎
監
事
会
の
報
告

第
8
回
監
事
会

開
催
日
／
11
月
29
日（
木
）

場
　所
／
本
　
　
店

【
協
議
事
項
】

2019

毎年
恒例

豪華景品が
当たる!!!
豪華景品が
当たる!!!

抽  選  日

1/2水
1/2水・1/3木1/4金

先着100名様先着100名様 しらたか産直しらたか産直しらたか産直

愛 菜 館
しらたか産直

愛 菜 館
甘酒振る舞い
午前９時～

お１人様1セット限り

お年玉付 商品券

皆さまのご来店をお待ちしております。皆さまのご来店をお待ちしております。

◆エーコープしらたか

◆しらたか愛菜館

午前９時～午後８時（31日のみ午後７時まで）
１月１日休業
午前９時～午後６時

商品券10,000円（500円×20枚）
ご購入につき1,000円（500円×
2枚）のお年玉商品券をプレゼント!!

なくなり次第終了とさせてい
ただきます。

上記金利については、本人もしくは同居家族が以下のサービスをご利用いただいている場合が対象です。

本　　人 本人もしくは同居家族
◎給与振込 ◎年金振込 ◎JAカード（家族カードを除く）
◎ネットバンク ◎各種ローン ※主債務者のみ
　　　　　　　　　  （住宅・マイカー・教育・農業関連・その他）

◎公共料金の引落し
　（電気・電話・水道・ガス・NHK）

上記金利については、本人もしくは同居家族が以下のサービスをご利用いただいている場合が対象です。上記金利については、本人もしくは同居家族が以下のサービスをご利用いただいている場合が対象です。上記金利については、本人もしくは同居家族が以下のサービスをご利用いただいている場合が対象です。

0.10％0.10％
［税引後 年0.079％］

10万円以上お預け入れで

契約
金利

0.05％0.05％
［税引後 年0.039％］［税引後 年0.039％］

上記条件以外の
10万円以上お預け入れで
上記条件以外の
10万円以上お預け入れで

契約
金利

JA山形おきたま 2018

期  間

お預入期間
12月28日（金）まで
1年・3年

1/2水限り1/2水限り



15 お知らせ

年末年始休業のお知らせ
当ＪＡは年末年始の間、誠に勝手ながら休業させていただきます。

＜キャッシュカードの盗難・紛失等された場合の連絡先＞ 

平成30年12月30日（日）～平成31年１月３日（木） 営業は1月4日（金）からとなります。
１　年末年始の当ＪＡのＡＴＭのご利用について次のとおり営業いたします。

２　県外のＪＡ・他金融機関等のＡＴＭのご利用について 

３　その他 

ATMコーナー 12月31日（月）～1月2日（水）

12月31日（月）～1月2日（水） １月3日（木）

12月31日（月）～1月2日（水）１月３日（木） １月３日（木）月　日

米沢支店
米沢介護ショップ
キムラ桑山店
たかはた支店
たかはた支店 (糠野目)
ヨークベニマル南陽店
南陽支店
川西支店
吉島ふれあいセンター

県外ＪＡ・他金融機関・
ゆうちょ銀行
コンビニＡＴＭ　*1

８：００～１９：００
９：００～１９：００
９：００～１７：００
８：００～１９：００
８：００～１９：００
９：００～２１：００
８：００～１９：００
８：００～１９：００
９：００～１９：００

8：００～２１：００

8：００～２１：００

ご利用は
できません

ご利用は
できません

ATMコーナー
月　日

ATMコーナー 月　日

長井出張所
あやめ支店
白鷹支店（鮎貝）
エーコープ白鷹（店内）
エーコープ白鷹（店外）
飯豊支店
飯豊町あーす
中津川白川荘
小国支店

８：００～１９：００
8：００～１９：００
９：００～１７：００
９：００～１９：００
８：００～１９：００
８：００～１９：００
９：００～１７：００
９：００～１９：００
８：００～１９：００

ご利用は
できません

(注1)１月３日は全ＡＴＭが利用できません。（１月４日より通常のご利用時間での稼動となります）
(注2)12月30日は日曜日の稼働時間でご利用いただけます。  

ＪＡバンクキャッシュカード紛失受付センター　℡0120 -066 -443

（注）金融機関によっては、ご利用いただけない日
　　（時間帯）がございますので、ご利用される金融
　　機関にお問合せください。
*1…コンビニＡＴＭは、セブン銀行ＡＴＭ・ローソン・
　　イーネットＡＴＭ  

12月31日午後５時まで通常受付
12月31日午後５時～１月４日午前８時30分までは、
フリーダイヤル0120-258931で24時間受付します。
１月４日から通常受付 

１月３日（木）は、県外のＪＡ、他金融機関、ゆうちょ銀行およびコンビニＡＴＭ（セブン銀行、イーネット、ローソンＡＴＭ）を含め、終日
ご利用ができません。 

◆交通事故受付
◆給油所

12月29日午後～１月３日まで休業
◆農機センター

12月28日休業（棚卸のため）
12月29日午後～１月３日まで休業

◆グリーンセンター

川西　12月29日午後～１月３日まで休業
◆福祉センター・介護ショップ

12月30日～１月３日まで休業
◆デイサービスセンター愛遊

通常通り
◆有料老人ホーム「愛の郷」

12月29日～１月３日まで休業
◆旅行センター

米沢愛菜館・米沢東愛菜館・米沢南愛菜館
　　12月30日午後～１月４日まで休業
亀岡愛菜館
　　12月30日午後～１月５日まで休業
南陽愛菜館
　　12月30日午後～１月３日まで休業
長井愛菜館
　　12月30日午後～１月３日まで休業
しらたか愛菜館
　　１月１日休業（12月31日は午後７時まで営業）

◆直売所「愛菜館」

㈱ジェイエイサービスおきたま

12月31日６時まで営業（米沢北部・白鷹給油所除く）
１月１日～２日まで休業（米沢北部・白鷹給油所除く）
１月３日～全給油所通常営業
※セルフスタンドは全日通常営業
　米沢北部給油所　（午前７時～午後８時）
　白鷹給油所　　　（午前７時～午後10時）

◆ＪＡプロパン
12月30日～１月３日まで休業
（緊急対応は24時間受け付けます）
緊急連絡先
　東部営業所　（米沢地区）　   　 ☎ 0238-58-5351
　　　　　　　（川西地区）　　    ☎ 0238-58-5352
　　　　　　　（高畠・南陽地区）　☎ 0238-58-0061
　西部営業所　（西置賜全域）　　 ☎ 0238-84-8006

◆車輌センター
12月30日～１月３日まで休業
（緊急対応は24時間受け付けます）
緊急連絡先
　置賜車輌センター　☎ 090-5590-2633
　川西車輌センター　☎ 090-2274-3500
　白鷹車輌センター　☎ 090-7060-0188
グッドカー米沢は12月30日から１月３日まで休業

◆葬祭センター
通常通り営業　24時間受け付けます
　連絡先　　☎ 0238 -46 -3320

◆エーコープしらたか
12月31日午後７時まで営業
１月１日休業
１月２日から通常営業



今月の表紙 　伝えたい、この 　い想
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髙橋・江口さんご家族（小国町）
　今月号は小国町の髙橋・江口さんのご家族をご紹介します。髙橋
さん一家は潤一さんと重子さんご夫妻、江口さん一家は長女のち
ひろさんと淳平さんご夫妻、月咲（つかさ）ちゃんと羽月（はづき）
ちゃんの３世代家族です。
　水稲2.3㌶に「雪若丸」と「コシヒカリ」、転作3.7㌶に牧草を栽培
し、その他に草地1.3㌶を管理しています。繁殖牛12頭を飼育し、
養鶏も行っています。ちひろさんは平成29年に農業を始め、養鶏
の全てを担うほか、現在では繁殖牛１頭と一部の農地を任され、Ｊ
Ａ女性部のフレッシュミズ活動にも積極的に参加しています。今
後も家族で支え合いながら、ちひろさんの農地を拡げる予定です。
　髙橋潤一さんは農業を始めたときから安全で安心な農畜産物を
作ることを一番の目標にしていて「これからも循環しながら継続
できる農業を家族と一緒に続けていきたい」と話しています。

江口月咲ちゃん　　江口羽月ちゃん
江口淳平さん　江口ちひろさん　髙橋重子さん　髙橋潤一さん

置賜管内の高
校の

取り組みを紹
介します！

おきたまおきたまおきたまおきたまおきたまおきたま青青青青青青青青青青青青青旬青旬青旬青旬青青旬青旬旬青旬青旬旬せいしゅん

山形県立
米沢工業高等学校

「ものづくり・人づくり・地域づくり」
　米沢工業高校では、今年度から「チーム米工」として、専攻科と機械
生産類が協力して、工業高校の特色を生かした地域への貢献事業を始
めました。
　これからの「ものづくり」では、「製造業のデジタル化」が進むことが
予想され、それを担う次世代の若者の育成が必須となってきます。そ
のため、近隣の小中学校の児童、生徒に新しい時代の技術に興味関心
を持ってもらい、今後の情報教育の一助となるように、プログラミン
グ学習や３Ｄプリンタを用いたものづくりの「出前授業」を実施しま
した。専攻科と高校の生徒が先生となり、児童にわかりやすく指導し
ました。高校生は、小中学生にわかりやすく教えるための工夫や練習
を繰り返し、その成果もあり、多くの子ども達に満足してもらうこと
ができました。米沢市の生涯学習フェスティバルや市内コミュニ
ティーセンター文化祭への出展・体験では、子ども達はもちろん、大人
の方々にも数多くご来場いただき、デジタルファブリケーション
(レーザーカッターや３Ｄプリンタなどのデジタル工作機)について
知ってもらうと共に、本校の学習についても理解を深めてもらうこと
ができました。
　これらのイベントを通して多くの人と触れ合い、生徒が大きく成長
する機会にもなりました。自分たちが学習してきたことを、地域の
方々に還元することが地域活性に繋がると実感しました。
　この活動を今後も継続し、地域の中で成長した生徒達が地元を支え
る一員となることを願っています。

●近隣の小学校へ出前授業を行う

●生徒たちが先生となって指導

●３Ｄプリンターに興味深々の児童 ●就学前の児童へも指導 ●熱心にプログラムを行う児童
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介します！

おきたまおきたま青青旬旬せいしゅん

今月の表紙 　伝えたい、この 　 い想

　今月号は米沢市の金谷さんのご家族をご紹介します。金谷
さん一家は恵一さんと久枝さんご夫妻、康平さんと美知子さ
んご夫妻、柚季ちゃんと柊吾くんの３世代家族です。
　水稲4.6㌶に「つや姫」と「はえぬき」、「ひとめぼれ」、大
豆2.5㌶、ハウス23㌃で大玉トマトを栽培しています。恵一
さんは今年から家の経営を息子の康平さんに引き継ぎ、株式
会社はたファームの代表として高齢化などで耕作ができない
地域内の大豆作業を引き受けて活躍しています。
　恵一さんは「５年先どうなるかわからない以上、仕事は後
に残さないように気をつけている。これからも経営の引継ぎ
をしっかりと行い、後世につなげていきたい」と話しています。

　南陽高校家庭部は、昨年10月21日に開催された「菊の南陽　なんじょ鍋」（双
松まちづくり推進協議会主催）に出店しました。『平成最後のおしょうしなべ』
と命名し、日頃からお世話になっている地域の方々に感謝の気持ちを込めて、
鶏肉と野菜たっぷりの鍋を作りました。今年度は部員が少なかったため、当日
までの準備に不安がありましたが、お客様に「おいしい」と思っていただける
よう何度も試作を繰り返し、一人ひとり自分の役割を果たすことができました。
　特にこだわったところは、鮭のあらでだしを取ったことです。生臭くならな
いように血合いを丁寧に取り除き、味に深みを持たせることができました。また、
鍋の特色として、食感を楽しめる「もちもち」の手作り白玉だんごを入れました。
　当日は多くの来場者があり、開始と同時にすぐに各出店ブースに行列ができ
始めました。私たちの呼び込みの声も大きくなり、お客様に鍋の紹介をしなが
ら交流を深めることができました。うれしいことに販売終了時刻の１時間前に
は完売することができ、部員全員で喜びました。
　鍋の投票結果は４位と目標にしていた３位入賞には届きませんでしたが、自
分たちで考え工夫して作った鍋を味わっていただけたことに、これまでの苦労
が吹き飛びました。材料の調達から調理、販売までさまざまな方たちの協力を
いただき、感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました！

心を込めて調理中です。

元気に販売しました。

お客様を待たせないように心がけました。

家庭部 「なんじょ鍋」で地域の人たちと交流を深める

山形県立
南陽高等学校

金谷さんご家族（米沢市）

美知子さん　康平さん
恵一さん　柊吾くん　柚季ちゃん　久枝さん

後列
前列

完売することができました！ありがとうございました！
大きな声で
「いらっしゃいませ！」
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平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
改
正
農

協
法
」
で
は
、
准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制

に
関
し
て
、
施
行
日
か
ら
５
年
を
経
過
す
る

ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
正
組
合
員
お
よ
び

准
組
合
員
の
事
業
利
用
状
況
並
び
に
改
革
の

実
施
状
況
を
ふ
ま
え
て
結
論
を
得
る
こ
と
を

規
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
政
府
は
、
農
業
者
に
対
し
て

繰
り
返
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
Ｊ
Ａ
に

対
す
る
評
価
を
定
め
、
こ
れ
を
起
点
と
し
て

農
協
改
革
を
迫
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
、
Ｊ
Ａ
は
自
ら

正
・
准
組
合
員
の
意
思
を
的
確
に
把
握
し
、

自
主
・
自
立
の
協
同
組
合
と
し
て
、
組
合
員

の
意
思
の
尊
重
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
使
命
は
農
業
の
発
展
と
組
合

員
や
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
行
う
事
業
は
農
業
振

興
や
営
農
分
野
だ
け
で
な
く
、
信
用
・
共
済
・

購
買
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
農
業
・
農
村
・
地
域
を
創
り
出

し
て
い
く
た
め
に
は
、「
相
互
扶
助
」「
助
け

合
い
の
精
神
」
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
運
動

の
理
解
促
進
と
、
Ｊ
Ａ
へ
の
結
集
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
形
は
昨
年
11
月
５
日
に

「
第
28
回
Ｊ
Ａ
山
形
県
大
会
」を
開
催
し
、「
創

造
的
自
己
改
革
の
実
践
」
を
掲
げ
、「
農
業

者
の
所
得
の
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地

域
活
性
化
」
と
い
う
基
本
目
標
を
実
践
す
る

取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
で
は
こ
れ
ま
で
も
、

「
生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
を
図
る
」
こ
と

を
第
一
に
掲
げ
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
手
綱
を
緩
め
る

こ
と
な
く
、
よ
り
強
力
に
「
自
己
改
革
の
実

践
」
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

○

広
域
集
出
荷
施
設

お
き
た
ま
統
一
共
選
に
よ
る�

�

ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
を
進
め
る

　

昨
年
南
陽
地
区
に
建
設
し
た
「
広
域
集
出

荷
施
設
」
を
「
園
芸
拠
点
」
と
位
置
付
け
、

「
お
き
た
ま
統
一
共
選
」
を
着
実
に
実
行
し

て
い
き
ま
す
。
当
施
設
の
誕
生
に
よ
っ
て
出

荷
量
の
増
大
と
品
質
の
向
上
を
い
っ
そ
う
進

め
て
い
き
ま
す
。

○

高
鮮
度
貯
蔵
施
設

有
利
販
売
を
推
し
進
め
、�

�

生
産
者
所
得
の
向
上
を
図
る

　

高
畠
地
区
の
「
高
鮮
度
貯
蔵
施
設
」
に
加

え
て
、「
広
域
集
出
荷
施
設
」
に
隣
接
し
て

建
設
さ
れ
た
「
高
鮮
度
貯
蔵
施
設
」
で
は
大

粒
ブ
ド
ウ
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
長

■ 

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
と
は

　

 

～
組
合
員
・
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
を
目
指
す
～

■ 

Ｊ
Ａ
が
進
め
る
「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
」
の
実
践

特集Ⅰ

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま 

「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
」の
実
践
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Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
で
は
、
平
成
28
年
度

に
正
組
合
員
世
帯
を
主
体
と
し
た
独
自
の
組

合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
組
合
員

の
意
向
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
期
待
・
要
望

に
応
え
る
べ
く
「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
」
の
実
践

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中

央
会
（
Ｊ
Ａ
全
中
）
理
事
会
で
、
全
て
の
組

合
員
を
対
象
と
し
た
「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
関

す
る
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
定
を
踏
ま

え
、
全
国
Ｊ
Ａ
一
斉
の
取
り
組
み
と
し
て
、

当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■ 「
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
に
関
す
る
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
実
施

期
貯
蔵
出
荷
の
拡
大
を
図
り
、
歳
暮
や
年
末

年
始
の
需
要
に
合
わ
せ
て
出
荷
す
る
こ
と
で
、

通
常
よ
り
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
他
の
大
粒
ブ
ド
ウ
や
果
物
の
貯
蔵
出
荷

へ
と
拡
大
す
る
こ
と
で
、
有
利
販
売
を
推
し

進
め
、
生
産
者
手
取
り
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○

本
店
営
農
セ
ン
タ
ー

本
店
機
能
の
集
約
に
よ
っ
て�

�

組
合
員
の
営
農
を
支
え
る

　

一
昨
年
に
川

西
町
の
Ｊ
Ａ
本

店
に
隣
接
し
て

建
設
し
た
「
本

店
営
農
セ
ン

タ
ー
」
は
、
こ

れ
ま
で
２
か
所

に
分
か
れ
て
い

た
本
店
機
能
を

一
つ
に
集
約
す

る
こ
と
で
、
部

門
間
の
連
携
が

よ
り
緊
密
と
な
り
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で

効
率
的
な
事
業
運
営
を
行
う
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
「
本
店
営
農
セ
ン
タ
ー
」
は
組
合
員
の
農

業
経
営
を
支
え
、
農
業
振
興
を
進
め
て
い
く

た
め
の
新
た
な
企
画
や
施
策
を
提
案
す
る
頭

脳
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

○

高
畠
中
央
倉
庫

施
設
の
集
約
と
整
備
に
よ
っ
て�

「
お
き
た
ま
米
」の

�

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る

　

昨
年
秋
に
旧
営
農
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
竣
工

し
た
「
高
畠
中
央
倉
庫
」
は
、
老
朽
化
し
て

い
る
管
内
の
農
業
倉
庫
を
集
約
整
備
し
、
集

荷
検
査
の
効
率
化
と
保
管
機
能
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
低
温

倉
庫
の
活
用
に
よ
っ
て
、
高
品
質
・
良
食
味

米
の
販
売
促
進
と
「
お
き
た
ま
米
」
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
を
い
っ
そ
う
進
め
ま
す
。

○

お
き
た
ま
園
芸 

 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

物
流
拠
点
の
誕
生
と

�

リ
ン
ク
し
た
園
芸
振
興

　

Ｊ
Ａ
全
農
と
連
携
し
て
川
西
町
の
旧
Ｊ
Ａ

大
塚
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
建
設
中
の
「
お
き

た
ま
園
芸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
今
年
４
月
に

稼
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同
施
設
は
物
流

の
拠
点
と
な
る
選
果
施
設
で
、
エ
ダ
マ
メ

と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
選
果
の
ほ
か
ブ
ド
ウ

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
や
啓
翁
桜
な
ど

の
包
装
加
工
、
西
洋
梨
の
予
冷
な
ど
に
利
用

さ
れ
、
園
芸
作
物
振
興
策
の
大
き
な
柱
と
な

り
ま
す
。

○対象者：
　全てのＪＡ正・准組合員
　※�世帯ではなく個人を対象に実施
○実施期間：
　�平成31年２月12日（火）
　　　　～２月28日（木）
○�手法：
　�組合員の皆様に、当ＪＡの自己改
革の取り組みやアンケート実施へ
の理解を深めていただくため、訪
問等によるアンケート用紙の配
布・回収を原則とします。
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木
村
敏
和
組
合
長
と
渡
部
京
一
高
畠
地
区
総
括
理
事
は
12
月

21
日
、
高
畠
町
の
ま
つ
か
わ
幼
稚
園
を
訪
れ
、
園
児
や
教
諭
ら

約
１
５
０
人
に
、
昨
年
発
売
さ
れ
た
、
お
き
た
ま
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
第
３
弾
「
お
き
た
ま
デ
ラ
ま
め
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

　

当
日
、
木
村
組
合
長
ら
は
、
古
式
ゆ
か
し
い
裃
（
か
み
し
も
）

の
出
で
立
ち
で
、
子
ど
も
た
ち
の
前
に
登
場
し
、
園
児
の
代
表

２
名
に
「
お
き
た
ま
デ
ラ
ま
め
」
が
入
っ
た
箱
を
手
渡
し
ま
し

た
。
普
段
見
か
け
な
い
装
束
に
園
児
た
ち
は
目
を
丸
く
し
な
が

ら
興
味
津
々
の
様
子
。
試
食
を
し
な
が
ら
、
口
々
に
『
お
い
し

～
い
』
と
喜
び
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
園
児
ら
全
員
で
「
お
き
た
ま
に
福
よ
来
い
」
と
大

き
な
声
で
掛
け
声
を
上
げ
て
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

教
諭
か
ら
は
「
園
児
た
ち
の
笑
顔
か
ら
、
お
菓
子
の
お
い
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
た
。
一
足
早
く
節
分
が
来
た
み
た
い
で
、
私
た

ち
も
含
め
て
、
と
て
も
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

木
村
組
合
長
は
「
昨
年
は
旱
魃
と
も
言
え
る
水
不
足
や
、
記

録
的
な
猛
暑
な
ど
に
よ
っ
て
、
米
を
は
じ
め
農
産
物
は
収
量
減

と
な
り
、
農
家
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
大
変
苦
労
が
多
い
年
だ
っ

た
と
思
う
。
来
年
こ
そ
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
出
来
秋
を
喜
べ
る

そ
ん
な
年
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
お
き
た
ま
に
福
が
来
て

欲
し
い
と
の
願
い
を
込
め
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

お
き
た
ま
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局
で
、
当
日
は
司
会
進
行
も
務
め
た
当
Ｊ
Ａ
営
農
企
画
課

の
平
憲
志
朗
担
当
は
「
豆
菓
子
が
園
児
た
ち
に
受
け
入
れ
て
も

ら
え
る
か
少
々
不
安
も
あ
っ
た
が
、
好
評
を
受
け
て
商
品
に
ま

す
ま
す
自
信
を
持
て
た
。
豆
菓
子
は
節
分
が
最
大
の
需
要
期
に

な
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

「おきたまデラまめ」を
� 園児にプレゼント
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園児たちの反応は上々

お
き
た
ま
デ
ラ
ま
め
を

手
渡
す
木
村
組
合
長

園児たちへ話し掛ける木村組合長

裃を着
て園児

の前へ
登場

おきたまデラまめ
　「おきたまオリジナルブランド」の第３弾商品として開発され、
昨年11月に発売を開始。置賜産のブドウ「デラウェア」を原料に、
県の大手菓子メーカーの株式会社でん六とコラボした商品。パッ
ケージは東北芸術工科大学の中山ダイスケ学長が手掛け、販売は
ＪＡと地元の大手スーパー株式会社ヤマザワで取り扱っています。
　「やまがた土産菓子コンテスト」では、県産農産物などを使用し
た県内製造の土産菓子の推進を目的とし、当商品が県内農産物を
県の企業で加工製造した「山形ならでは」の菓子と
して大きく評価を受けて優良賞を受賞しています。
　発売から２か月足らずで６万袋を超えるヒッ
ト商品となっており、年明けから増産を予定し
ています。

特集Ⅱ

おきたまに福よ来い！
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贈
呈
の
様
子
を
眺
め
る
生
徒
ら

最
高
値
の
表
示
に
沸
く
市
場
関
係
者

ＪＡの木村組合長から贈呈を受けるバレー部員

稲作振興の意を込めて杵を
振り下ろす木村組合長

未来の農業の担い手へ農機を贈る
置賜農業高校へ農業機械を贈呈

当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
山
形
は
12

月
５
日
、
川
西
町
の
置
賜
農
業
高
等

学
校
で
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
実

習
用
農
業
機
械
の
贈
呈
式
」
を
行
い

ま
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
と
収
穫
し
た
牧
草
を

圧
縮
梱
包
す
る
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
な
ど

の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
な
ど
計
４
点
の

農
業
機
械
を
寄
贈
。
Ｊ
Ａ
の
木
村
敏

和
組
合
長
か
ら
目
録
、
Ｊ
Ａ
共
済
連

か
ら
レ
プ
リ
カ
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
贈
呈
式
の
後
、
中
庭
で
贈
呈

の
記
念
撮
影
と
ト
ラ
ク
タ
ー
の
試
運

転
が
行
わ
れ
、
試
運
転
で
は
大
き
な

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

「
第
59
回
米
沢
牛
枝
肉
共
進
会
」

兼
平
成
30
年
度
第
21
回
米
沢
牛
枝

肉
市
場
が
12
月
６
日
、
米
沢
市
の

㈱
米
沢
食
肉
公
社
で
開
か
れ
ま
し

た
。
75
頭
が
出
品
さ
れ
、
平
均
単

価
は
１
㌔
３
８
１
８
円
、
１
頭
当

た
り
の
平
均
価
格
は
１
７
２
万
８

１
２
８
円
で
、
共
進
会
の
成
績
と

し
て
は
過
去
最
高
の
販
売
金
額
と

な
り
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
の
販
売
金
額

は
９
１
５
万
９
７
７
４
円
の
値
が

付
き
、
活
気
溢
れ
る
取
引
と
な
り

ま
し
た
。

最高値に歓声上がる
第59回米沢牛枝肉共進会

当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
山

形
は
12
月
５
日
、
米
沢
中
央

高
等
学
校
で
「
春
の
高
校
バ

レ
ー
Ｊ
Ａ
共
済
カ
ッ
プ
第
71

回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高

等
学
校
選
手
権
大
会
」
の
県

予
選
で
優
勝
し
た
同
校
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
、
木
村

敏
和
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
共
済
連

山
形
が
米
沢
牛
10
㌔
と
県
産

米
「
つ
や
姫
」「
雪
若
丸
」

合
わ
せ
て
60
㌔
を
激
励
の
意

味
を
込
め
て
贈
り
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
部
員
は
「
成
績

を
残
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
力
強
く
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。

米沢中央高校女子バレー部へ農産物寄贈
力をつけて勝利をつかめ！

当
Ｊ
Ａ
は
仕
事
始
め
の
１
月
４
日
、
川
西

本
店
で
役
職
員
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
「
平

成
31
年
年
賀
式
」
を
開
き
ま
し
た
。
年
賀
式

で
は
木
村
敏
和
組
合
長
の
年
頭
訓
示
の
後
、

稲
作
振
興
の
意
を
込
め
て
餅
つ
き
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

木
村
組
合
長
の
年
頭
訓
示
で
は
「
昨
年
は

異
常
気
象
で
米
を
始
め
と
し
た
農
産
物
全
般

の
栽
培
が
厳
し
い
１
年
だ
っ
た
が
『
お
き
た

ま
統
一
共
選
』
の
成
果
が
現
れ
始
め
た
年
と

も
な
っ
た
。
今
後
も
総
合
事
業
の
強
み
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、
組
合
員
本
位
の
一
番
の
農

協
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

平成31年�年賀式
年頭訓示「一番の農協を目指して」

6JA山形おきたま
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自殺をほのめかしお金を要求する犯人役と対応するＪＡ職員

た
す
き
を
付
け
て
入
場
し
た

「
幸
花
久
」
の
産
子

餅
振
る
舞
い
行
う
職
員
と
石
田
さ
ん

（
２
列
目
左
か
ら
３
番
目
）

感
謝
状
を
受
け
取
る
今
野
長
井
地
区
代
表
支
店
長

（
左
）
と
阿
部
署
長
（
右
）

ＪＡ金融窓口の防犯徹底へ
金融支店防犯訓練

12
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
た
か
は
た
支

店
と
Ｊ
Ａ
小
国
支
店
で
「
金
融
防

犯
訓
練
」
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
役
職

員
合
わ
せ
て
約
80
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

訓
練
は
金
融
防
犯
協
会
と
警
察

署
の
協
力
の
も
と
、
強
盗
犯
が
窓

口
を
訪
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
支

店
窓
口
を
閉
め
た
午
後
４
時
か
ら

行
わ
れ
、
有
事
の
際
の
職
員
の
危

機
対
応
へ
の
共
通
認
識
や
役
割
分

担
な
ど
の
防
犯
体
制
、
利
用
客
の

安
全
確
保
、
犯
人
検
挙
に
向
け
た

警
察
へ
の
情
報
伝
達
の
適
切
さ
な

ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

県産種雄牛「幸花久」「神安平」の産子上場
置賜子牛市場せり

川
西
町
の
置
賜
家
畜
市
場
で
12
月

７
日
、
昨
年
最
後
と
な
る
子
牛
の
せ

り
が
行
わ
れ
、
前
回
11
月
２
日
の
１

７
３
頭
を
大
幅
に
上
回
る
２
３
２
頭

が
上
場
さ
れ
、
平
均
価
格
は
７
８
万

９
７
８
９
円
、
売
上
金
額
は
１
億
８

２
４
４
万
１
１
６
０
円
と
な
り
ま
し

た
。今

回
の
せ
り
か
ら
、
山
形
県
が
育

成
し
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
種
雄
牛

「
幸
花
久
」
と
「
神
安
平
」
の
産
子

が
初
め
て
上
場
さ
れ
、
た
す
き
を
付

け
て
入
場
し
、
購
買
者
の
目
を
引
き

ま
し
た
。

来客者に餅振る舞い
和田出張所お客様感謝デー

高
畠
町
の
Ｊ
Ａ
和
田
出
張
所
は
年

金
支
給
日
の
12
月
14
日
、
窓
口
で
つ

き
た
て
餅
の
振
る
舞
い
を
行
い
ま
し

た
。
餅
振
る
舞
い
は
、
３
年
前
に
組

合
員
の
石
田
克
さ
ん
（
高
畠
地
区
年

金
友
の
会
会
長
）
か
ら
「
こ
こ
数
年

収
穫
祭
が
無
く
な
っ
て
、
地
域
の
人

た
ち
の
楽
し
み
が
減
っ
て
し
ま
っ
た

の
が
残
念
。
餅
振
る
舞
い
を
や
っ
て

み
な
い
か
」
と
の
提
案
を
受
け
て
始

ま
り
ま
し
た
。訪
れ
た
人
か
ら
は「
つ

き
た
て
餅
は
や
わ
ら
か
く
て
お
い
し

い
。一
足
先
に
正
月
が
来
た
よ
う
だ
」

と
い
っ
た
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

当
Ｊ
Ａ
は
12
月
27
日
に
長
井
警

察
署
で
長
井
地
区
の
今
野
秀
洋
代

表
支
店
長
が
出
席
し
て
、
長
井
警

察
署
の
阿
部
喜
彦
署
長
か
ら
感
謝

状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
平
成

25
年
か
ら
長
井
工
業
高
等
学
校
生

徒
会
が
実
施
し
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー

長
井
線
あ
や
め
公
園
駅
の
花
の

植
栽
活
動
「Let's�Look

花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
、
花
植
え
に
必
要

な
土
を
無
償
で
提
供
し
、
犯
罪
を

誘
発
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
に
継

続
し
て
協
力
し
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
同
活
動

に
対
し
て
は
12
月
８
日
に
公
益
社

団
法
人
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
本

部
か
ら
、
小
さ
な
親
切
実
行
章
も

受
章
し
ま
し
た
。

長井警察署より感謝状を贈られる
花植えの土を提供し地域に貢献

トピックス7



さ
ん

Ｊ
Ａ
横
山�　

最
初
に
農
業
経
営
の
概
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

栗
田
さ
ん�　

わ
が
家
は
稲
作
と
酪
農
の

複
合
経
営
で
、
酪
農
は
祖
父
の
代
か
ら

始
め
、
現
在
は
乳
牛
を
約
30
頭
飼
育
し

て
い
ま
す
。
田
は
約
５
㌶
あ
り
、
稲
作

は
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
主
に
「
つ
や
姫
」「
こ

ゆ
き
も
ち
」
と
、今
年
か
ら
「
雪
若
丸
」

も
栽
培
し
て
い
ま
す
。
他
に
自
給
用
に

牧
草
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
作
っ
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ａ
横
山　

就
農
し
た
の
は
い
つ
で

し
ょ
う
か
。ま
た
、き
っ
か
け
は
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

栗
田
さ
ん�　

就
農
し
た
の
は
２
年
ほ
ど

前
に
な
り
ま
す
。
自
分
は
農
家
の
長
男

な
の
で
「
い
つ
か
は
継
が
な
い
と
い
け

な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
高
校

卒
業
時
に
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
あ
ま
り
農
業
に
は
興
味
が
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
知
識
が

足
り
な
い
と
考
え
、
農
大
へ
進
み
、
稲

作
を
専
攻
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
横
山�　

Ｊ
Ａ
青
年
部
に
加
入
し
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。
ま
た
、
印
象

に
残
っ
た
活
動
は
あ
り
ま
す
か
。

栗
田
さ
ん�　

同
年
代
の
盟
友
の
方
か
ら

誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の

人
と
は
農
大
の
夏
休
み
期
間
中
に
ラ
ジ

ヘ
リ
防
除
で
い
っ
し
ょ
に
な
り
、
父
親

た
ち
世
代
も
繫
が
り
が
あ
る
旧
知
の
仲

で
、
冬
季
間
の
除
雪
の
仕
事
も
紹
介
し

て
も
ら
う
な
ど
深
い
結
び
つ
き
で
す
。

く
ず
米
集
荷
と
そ
の
協
力
金
で
行
っ
た

大
阪
へ
の
研
修
旅
行
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
横
山�　

今
後
、
農
業
で
取
り
組
ん

で
み
た
い
事
や
夢
は
あ
り
ま
す
か
。

栗
田
さ
ん�　

乳
牛
は
経
営
的
に
は
厳
し

い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
牛
が
好
き

な
の
で
こ
れ
か
ら
も
是
非
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
品
目
の
導
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
絞
り
込
む
前
の
段
階
で
す
が
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
横
山�　

趣
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
休
み
の
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
ま
す
か
。

栗
田
さ
ん�　

ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
も
や
り

ま
す
。
野
球
な
ど
特
に
球
技
が
大
好
き

で
す
。
忙
し
く
て
な
か
な
か
休
み
が
と

れ
ま
せ
ん
が
、
休
日
は
買
い
物
や
友
人

た
ち
と
飲
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ａ
横
山�　

最
後
に
読
者
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

栗
田
さ
ん�　

ま
だ
ま
だ
知
識
や
技
術
が

不
十
分
だ
と
自
覚
し
て
い
る
の
で
、

日
々
、
多
く
の
人
た
ち
の
話
を
聞
い
て

学
び
、
農
業
に
限
ら
ず
、
常
に
強
い
目

的
意
識
を
持
っ
て
何
事
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
８
年
12
月
５
日
生
ま
れ（
22
歳
）

栗く
り

田た

　
樹た

つ
き

高
畠
地
区
青
年
部

今
月
号
は
、高
畠
地
区
青
年
部
の
栗
田
樹
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
畠
地
区
青
年
部
事
務
局　
横
山
汐
佑
希

8JA山形おきたま

農
業
に
カ
ツ（
活
＆
喝
）

若
手
青
年
部
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

!!



　９月にはシーダー
（影山なをさん）を
中心とした料理教室
を行いました。ツナ
そぼろのカレー風味
寿司、はるさめの酢
の物、きのこのとろ
み汁の３品を作り、
部員一同でおいしく
いただきました。

　12月20日に料理教室を
行いました。シーダーを中
心に意見交換を交えながら
和気藹々（わきあいあい）
と楽しく活動しました。

　７月１日に長井市の
「はぎ苑」で、全体研
修会として、鹿俣体育
研究所の鹿俣由美先生
を講師に招いて「健康
体操教室」を開催しました。リフレッシュ
体操で日頃の疲れやストレス（？）を吹き
飛ばしました。研修会終了後は懇親会を行

い、冷たいビー
ルで喉を潤しな
がら余興やカラ
オケで盛り上が
りました。

　今年度は研修旅行として日帰
りで酒田方面に行ってきました。
オランダせんべいの工場や花王
酒田工場、山居倉庫などをめ
ぐって県内の産業に触れ、充実
した研修となりました。その他
にも手芸やフラワーアレンジ等、
季節ごとに活動を行っています。

　10月に長井地区散策体験
「裏みち・小みち」を行い、
案内係の案内のもと、長井地
区の散策をしました。また、
12月21日にフラワーアレン
ジメント教室を行いました。
先生の作品を参考にさまざま
な花を使い、素敵なフラワー
アレンジメントになりました。
今後の活動としては、手芸教
室・みそ作りを行います。

　春にはＪＡの旧平野取次店前にある花壇の花植え作業を行いました。綺麗な
花の並びとなるようみんなで丁寧に植えました。夏にはとてもきれいな花が咲
き、毎日交代で水かけ作業を行いました。
　また、昨年からストレッチ体操をおこなっており、
今年度はポールを使った運動を行いました。当日は
みんなぐっすり眠る事ができました。
　その他にもビアガーデン、忘年会、手芸教室、フ
ラワーアレンジメント、料理教室などさまざまな活
動を行っています。

長井地区女性部
　工藤友子部長以下134名は「全体研修」
「家の光大会」年２回の「いきいき講座」
を行っています。

あやめ支部

伊佐沢支部

西根支部

平野支部

致芳支部長井支部

青年部／女性部9

輝
く
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
に

　
　
　
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！



「
Ｊ
Ａ
山
形
県
青
年
大
会
」
が
12

月
２
日
に
山
形
市
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
開

か
れ
、
県
内
の
青
年
部
員
や
事
務
局

約
１
２
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

発
表
大
会
で
は
「
Ｊ
Ａ
青
年
の
主

張
の
部
」
に
小
国
地
区
青
年
部
の
渡

邊
拓
磨
さ
ん
が
、「
Ｊ
Ａ
青
年
組
織

活
動
実
績
発
表
の
部
」
に
飯
豊
地
区

青
年
部
の
髙
橋
佑
二
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
出
場
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
３
年
連
続
２
部
門

と
も
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う

快
挙
と
な
り
、
１
月
下
旬
に
福
島
市

で
開
催
さ
れ
る
「
東
北
・
北
海
道
地

区
Ｊ
Ａ
青
年
大
会
」
へ
の
出
場
が
決

定
し
ま
し
た
。

山
形
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
と

山
形
県
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
協
議
会
が
主

催
す
る
「
平
成
30
年
度
山
形
県
家
の

光
大
会
な
ら
び
に
山
形
県
Ｊ
Ａ
女
性

組
織
協
議
会
幹
部
研
修
会
」
が
11
月

７
日
に
山
形
市
の
「
協
同
の
杜
」
Ｊ

Ａ
研
修
所
で
開
か
れ
、
県
内
の
女
性

部
員
や
事
務
局
約
１
５
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

「
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
」

に
白
鷹
地
区
女
性
部
の
竹
田
八
恵
子

さ
ん
が
出
場
し
、
審
査
の
結
果
、
審

査
員
の
満
場
一
致
と
い
う
高
評
価
を

受
け
、
見
事
に
最
優
秀
賞
を
獲
得
。

山
形
県
代
表
と
し
て
２
月
上
旬
に
横

浜
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
61
回
全
国

家
の
光
大
会
」
へ
の
出
場
が
決
定
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部

　
「
全
国
家
の
光
大
会
」

�

出
場
決
定
！

Ｊ
Ａ
青
年
部

��

２
部
門
と
も

　

�「
東
北
・
北
海
道

　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」

�

出
場
決
定
！

当
Ｊ
Ａ
は
12
月
15
日
か
ら
17
日
の
３
日
間
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
西

洋
梨
「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」
の
販
売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
山
形
県
国
際
経
済
振
興
機

構
や
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
７
人
が
現
地
に
赴
き
、
消

費
者
と
直
接
対
面
し
て
販
売
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

経
済
成
長
を
続
け
る
マ
レ
ー
シ
ア
は
食
料

品
の
輸
入
が
多
く
、
日
本
産
の
農
産
物
や
加
工

品
な
ど
数
多
く
輸
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
き
た

ま
産「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」

も
６
年
前
か
ら
輸
出
を

開
始
し
、
マ
レ
ー
シ
ア

へ
の
輸
出
量
が
６
年
間

で
総
数
８
㌧
を
超
え
、

着
実
に
成
果
を
積
ん
で

い
ま
す
。

今
回
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
現
地
の
高

級
ス
ー
パ
ー「
ミ
ッ
ド
バ
レ
ー
・
ジ
ャ
ヤ
グ
ロ
ッ

サ
ー
」
な
ど
計
５
店
舗
で
、「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」

の
試
食
と
販
売
Ｐ
Ｒ
を
行
い
来
客
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
募
っ
て
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
本
来
の
甘
さ

や
食
感
な
ど
の
嗜
好
傾
向
を
調
査
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
、
今
回
の
販
売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
で
得
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
活
用
し
、
海
外

市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
農
産
物
の
販
売
拡

大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

お
き
た
ま
産
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」
の
２
０
１
９
年
初
出
荷
が
１
月
４

日
に
行
わ
れ
、
東

京
青
果
や
東
京
千

住
青
果
な
ど
４
市

場
に
出
荷
し
ま
し

た
。
平
成
30
年
産

の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
は
今
回
の

出
荷
で
全
て
販
売
さ
れ
、
桐
箱
（
１

房
）・
ダ
ン
ボ
ー
ル
（
５
㌔
）・（
３
・
５

㌔
）・
パ
ッ
ク
（
１
パ
ッ
ク
４
０
０
㌘
）

の
各
荷
姿
で
出
荷
し
、
平
均
㌔
単
価

２
６
１
５
円
の
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
桐
箱
の
最
高
値
が
１
箱

５
万
円
と
新
年
を
飾
る
素
晴
ら
し
い
価

格
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
当
Ｊ
Ａ
が

振
興
拡
大
を
す
す
め
て
い
る
品
目
の
ひ

と
つ
。
長
期
貯
蔵
技
術
に
よ
る
冬
季
間

出
荷
に
て
有
利
販

売
や
ギ
フ
ト
商
戦

へ
の
参
入
な
ど

「
お
き
た
ま
ブ
ラ

ン
ド
」
構
築
に
向

け
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」

　
マ
レ
ー
シ
ア
販
売

�

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

海
外
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

�

と
し
た
販
売
拡
大
に
向
け
て

お
き
た
ま
産

　
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

�

２
０
１
９
年
初
出
荷

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
桐
箱

�

最
高
値
５
万
円

最優秀を獲得した渡邊拓磨さん（中央左）
と髙橋佑二さん（中央右）激励する県青協
小南賢史会長（右）と、井上清人委員長（左）

最優秀を獲得した竹田八恵子さん（中央）
の受賞を祝う保科なお子委員長（右隣）と
丸川富枝副委員長（左隣）ら女性部員

10JA山形おきたま



白菜のお好み焼き風卵焼き

作り方
①�エビは尾と最後の１節を残して殻
をむき、背わたを取る。カキは水
1/2カップに片栗粉大さじ１を混
ぜたものでよく洗い、水で２～３
回洗い流す。
②�ブロッコリーは子房に分け、長ネ
ギは斜め切りにする。厚揚げは１
口大にちぎる。
③�鍋に水３カップ、Ⓐを入れて煮た
て、①②を加えて煮る。火が通っ
たものから器に取り、好みで白す
りごま、細ネギ、ラー油をかける。

「家の光図書」瀬尾幸子著『つまみでおかず』112ページより

『家の光』2019年１月号59ページより
エビとブロッコリーの豆乳鍋

作り方
①�白菜は５㎜幅に切る。
②�フライパンを中火で熱し、こめ
油大さじ１をひき、白菜を５分
ほど十分に軟らかくなるまで
じっくり炒め、火を止めておく。
③�ボウルに卵を割りほぐし、チー
ズ、塩、こしょうを加えて混ぜる。
④�②のフライパンを中火で熱して、
こめ油大さじ１を足し、③の卵
液を流し入れて全体を軽く混ぜ
る。やや焦げ目がついたら、裏
返して全体を焼く。
⑤�器に盛り、削り節・青のり・紅
しょうが・マヨネーズ・ソース
をかける。

Ⓐ

材料（４人分）
エビ（無頭）���� ８尾（160ｇ）
カキ������� ８個（200ｇ）
ブロッコリー��� １株（250ｇ）
長ネギ������ ２本（200ｇ）
厚揚げ������ １枚（140ｇ）
片栗粉����������少々
　豆乳（調整）�����２カップ
　みそ��������� ４
　鶏がらスープの素（顆粒）
　　���������� １
白すりごま・細ネギ（小口切り）・
ラー油������各好みの分量

◆ 材料のマークについて
　 ＝大さじ　 ＝小さじ

材料（２人分）
白菜��1/4個（400ｇ）
卵�������３個
ピザ用チーズ��40ｇ
こめ油���� ２
塩�������少々
こしょう����少々
削り節
青のり
紅しょうが　　各適量
マヨネーズ
ソース

◆ 材料のマークについて
　 ＝大さじ
　 ＝小さじ

み
ら
く
る

ク
ッ
キ
ン
グ
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今
月
号
の
料
理
コ
ー
ナ
ー
は
白
鷹
地
区

女
性
部
の
「
料
理
教
室
」
で
調
理
実
習
し

た
料
理
の
中
か
ら
、
家
族
で
楽
し
め
る
２

点
を
紹
介
し
ま
す
。



みんなの
メッセージ

な
ま
ら
は
ん
じ
ゃ
く
（
う
ろ
お
ぼ
え
・
中
途
半
端
）

　
皆
さ
ん
、初
夢
は
い
か
が
で
し
た
か
。
初
夢
は「
１

日
か
ら
２
日
」
の
夜
も
し
く
は
「
２
日
か
ら
３
日
」

の
夜
に
か
け
て
見
る
夢
だ
と
、
正
月
番
組
で
初
め
て

知
っ
た
家
族
団
ら
ん
で
の
話
で
す
。

　
「
お
と
っ
つ
ぁ
、初
夢
は
何
み
や
っ
た
」「
み
わ
し
ぇ

だ
な
。
お
め
ぇ
は
い
い
夢
み
っ
だ
っ
た
づ
ぉ
」「
な

し
て
わ
が
ん
な
。
い
が
っ
た
け
ど
な
か
み
は
な
ま
ら

は
ん
じ
ゃ
く
だ
」「
よ
だ
れ
た
ら
し
ぇ
で
ね
く
さ
れ

と
っ
た
か
ん
な
。
よ
っ
ぽ
ど
う
め
ぇ
ご
っ
つ
ぉ
か
っ

ち
ゃ
ん
だ
ろ
」「
あ
ら
。
こ
え
じ
ゃ
わ
り
が
ら
昼
飯

は
か
し
ぇ
ら
ん
ね
な
」「
か
ん
し
て
な
」

　
初
夢
が
「
１
日
か
ら
２
日
」
に
な
っ
た
の
は
「
大

晦
日
か
ら
元
旦
」
を
眠
ら
ず
に
過
ご
す
風
習
が
で
き

た
こ
と
が
理
由
だ
と
か
。「
２
日
か
ら
３
日
」
の
由

来
は
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
ら
し
い
で
す
。
な

ま
ら
は
ん
じ
ゃ
く
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

ＪＡ青年部「食農教育活動」での青年部の頑
張りにすごく感動しました。昔は田んぼで虫や

ドジョウ、カエルなどを捕まえて遊んだものです。今
の子どもたちにも、あの頃の心地よい時間を過ごして
ほしいです。また活動を通して、米作りのためだけで
はない田んぼの価値を学び、お米に愛着を持っても
らえればと思っています。� （川西町・78歳）

ＪＡ青年部は地元の小学生に学びを通して、農
業・農産物の大切さや地域の魅力を伝えていま

す。子どもたちが自ら米や野菜などの栽培に携わるこ
とで、食に対する興味を持ち、命の大切さを実感してほ
しいと考えています。

「発掘！おもしろ方言」を楽しく読んでいます。
最近では「やははえろ」もあまり聞かなくなり、

方言や訛りを忘れかけることもあります。生まれ育った
地域の言葉を孫たちにも伝えていきたいと思います。
� （長井市・81歳）

方言は大切な文化ですので是非お孫さんたちに
教えてあげて下さい。私も方言をふと忘れること

があり、最近の話では「かっちゃが（借りたか）」と聞か
れたのに「買ってねよ」と答えてしまい笑われました。

２月

【全体運】いろいろ考え過ぎてしま
うもよう。鏡の前で笑顔を作り、気
分を上向かせましょう。リラックス
には足湯がベスト
【健康運】評判の健康食材を試す好
機。手応え十分
【幸運の食べ物】イイダコ

【全体運】幸運期。未体験ジャンル
に飛び込むと、グンと視野を広げら
れます。注目度が増すので、自己ア
ピールも大成功
【健康運】行動的になれそう。体調
に良い影響あり
【幸運の食べ物】ユリ根

【全体運】地道なルーティンワーク
もきっちりこなせる月。持ち前の忍
耐力を発揮できそう。気分転換には
静かな音楽を
【健康運】徐々に回復。スポーツに
関心が向くはず
【幸運の食べ物】シラウオ

【全体運】人脈を広げられそう。同
じ嗜好（しこう）を持つ仲間たちと
の交流も刺激大。集まりには気軽に
顔を出して
【健康運】体力増強に力を入れると
好調キープ可能
【幸運の食べ物】レンコン

【全体運】気力が低下しやすい。面
倒なことを先延ばしして、もっと運
を落とす結果に。感謝の心を思い出
すと運気好転へ
【健康運】疲れをため込みがち。良
質な眠りが必要
【幸運の食べ物】不知火（デコポン）

【全体運】自己表現力が高まりそう。
うまく長所をアピールでき、周囲か
ら慕われるはず。クリエーティブな
活動にもつき
【健康運】無理は禁物。生活リズム
を整えましょう
【幸運の食べ物】フキのとう

【全体運】受け身になり過ぎて、チャ
ンスを逃す暗示。ただ、必要以上に
出しゃばると争いを招く原因に。バ
ランスが重要
【健康運】次第に上昇する兆し。ま
めな運動が有効
【幸運の食べ物】シュンギク

【全体運】気分が変わりやすい時期
です。気まぐれになり、対人面でも
めないよう、ご用心。芸術鑑賞をす
ると開運効果が
【健康運】適度に体を動かして、ス
トレス解消を
【幸運の食べ物】ハッサク

【全体運】物事を悪い方向に受け取
りやすい傾向あり。意識してプラス
に捉えて。気晴らしには神社や仏閣
巡りがお勧め
【健康運】不調を感じたら、十分な
休息を心掛けて
【幸運の食べ物】アサリ

【全体運】アクティブに動き回れそ
う。やってみたいことがあれば、意
欲的にチャレンジしてみて。講演会
にも注目を
【健康運】冷え対策を万全に。軽い
マッサージが吉
【幸運の食べ物】のり

【全体運】不得意なことをやらねば
ならず、苦戦するかも。肩の力を抜
き、気楽に構えて。助言には謙虚に
耳を傾けると◎
【健康運】免疫力を高める工夫を。
寝不足は避けて
【幸運の食べ物】キャベツ

【全体運】いつもとちょっと違う行
動がスパイスになって、日々の生活
が活気づく予感。新しい趣味を持つ
のも良い刺激に
【健康運】小さなけがに気を付けて。
慎重さが大事
【幸運の食べ物】ワラビ

〜
お
き
た
ま
編
〜
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あなた の 運勢 占い師 モナ・カサンドラ

 牡羊座�3/21〜4/19  牡牛座�4/20〜5/20  双子座�5/21〜6/21  蟹座�6/22〜7/22

 獅子座�7/23〜8/22  乙女座�8/23〜9/22  天秤座�9/23〜10/23  蠍座�10/24〜11/22

 射手座�11/23〜12/21  山羊座�12/22〜1/19  水瓶座�1/20〜2/18  魚座�2/19〜3/20



★クオカード（10名）

正解者に抽選でプレゼント
★米沢牛（２名）
★クオカード（10名）

官製はがきなどにクイズの答え・郵便番
号・住所・氏名・年齢・電話番号・本誌に
関するご意見・ご感想を必ずご記入の上、
〒999－0121 川西町上小松978－1 ＪＡ山形
おきたま総務課宛にお送り下さい。
� 締め切り�１月30日㈬必着

邪気を追い払います。

１月号当選者

米 沢 市
米 沢 市
高 畠 町
南 陽 市
川 西 町

長 井 市
長 井 市
白 鷹 町
飯 豊 町
小 国 町

遠　藤　キ　ウ
今　井　美幸子
数　馬　訓　子
市　川　真　澄
五十嵐　和　子

飯　澤　弘　子
吉　野　健太郎
渋　谷　光　子
橋　本　美和子
今　　　成　美

川 西 町 飯 豊 町保　科　敬　子 二　瓶　京　子

★米沢牛（２名）

クロスワードを解いて、Ａ→Dの二重ワク
の文字を順に並べてできた言葉が答えです。

7

D

C

B
3

A

E

　

1

2

　

4

　

5

　

　

6

　

　

　

8

　

9

10

　

11

11

　

12

13

　

13

14

15

15

　

16

18

17

18

　

20

19

　

20

　

　

21

　

　

フ ク ワ ラ イ 　 ス

ス ウ ジ 　 ケ シ キ

マ 　 ユ キ 　 ヤ マ

　 サ ツ マ イ モ 　

コ ト 　 ツ ノ 　 マ

コ ウ カ 　 シ ナ イ

ン 　 イ ニ シ ヤ ル

１月号の正解は
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ
コママワシ

でした

タテのカギ
❶　佐々木小次郎はとても長い物を使っていたとか
❹　うわさが広がる際につくことも
❼　鉄道のレールの下に並べます
❾　人数を数えるときに使う言葉
�　パソコンのマウスのボタンをカチッと押すこと
�　子羊の肉のこと
�　3.14159……と続く円周──
�　道端のこと。──駐車
�　寝不足で目の下にできる人もいます
�　小説家・尾崎紅葉の代表作『──夜叉』
�　ショートケーキによく似合う赤い果実
�　マンションの──人さんにあいさつをして出掛けた

  ヨコのカギ
❶　雪を積み上げ、中を掘って作る雪室
❷　マージャンをするとき囲みます
❸　劇場の舞台や花道の地下にあります
❺　１日に１枚ずつ剥がすカレンダー
❻　起立！　──！　着席！
❽　�バレンタインデー、彼氏や夫へではなく知人や上司へ、

感謝の気持ちを込めて贈ります
�　足利尊氏が開いた──幕府
�　片時もそばを離れません
�　漢字で書くと浮塵子。稲の害虫です
�　地面につちなどで打ち込みます
�　カクテルのベースに使う蒸留酒の一つ

読者のページ

※当選者ならびに手紙・イラストなど掲載時の住所、氏名の紹介について、ご了承のうえご応募下さい。
なお、応募ハガキの個人情報は、当ＪＡの事業運営に関すること以外の目的には使用しません。
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︿
役
員
会
だ
よ
り
〉　
左
記
の
事
項
を
協
議
し
ま
し
た
。

◎
理
事
会
の
報
告

第
10
回
理
事
会

開
催
日
・
場
所　
12
月
28
日
㈮
・
本
店

【
協
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

�

平
成
30
年
度
上
半
期
監
事
監
査
に
対

す
る
回
答（
案
）に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

内
部
監
査
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

第
３
号
議
案　

�

忠
実
義
務
に
関
す
る
取
引（
利
益
相

反
取
引
）の
承
認
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

平
成
30
年
度
第
4
四
半
期
余
裕
金
運

用
方
針
・
計
画
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

投
資
信
託
累
積
投
資
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

�

投
資
信
託
総
合
取
引
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て�

第
７
号
議
案　

�

Ｊ
Ａ
の
Ｍ
Ｍ
Ｆ
累
積
投
資
規
程
の
廃

止
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

�

Ｍ
Ｓ
・
Ｍ
Ｍ
Ｆ
・
米
ド
ル
・
フ
ァ
ン

ド
累
積
投
資
規
程
の
廃
止
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

�

米
穀
共
同
計
算
基
本
要
領
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　

�

米
穀
共
同
計
算
委
員
会
設
置
要
領
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

第
11
号
議
案　

�

米
穀
共
同
計
算
基
本
要
領
の
一
部
改

正
に
伴
う
職
務
権
限
表
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

第
12
号
議
案　

�

平
成
30
事
業
年
度
半
期
開
示
の
対
応

に
つ
い
て

第
13
号
議
案　

�

資
産
査
定
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

第
14
号
議
案　

出
資
金
減
口
の
承
認
に
つ
い
て

◎
監
事
会
の
報
告

第
９
回
監
事
会

開
催
日
・
場
所　
12
月
28
日
㈮
・
本
店

【
協
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

�

上
半
期
監
事
監
査
意
見
に
対
す
る
回

答（
案
）に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

第
３
四
半
期
監
事
監
査
の
実
施
に
つ

い
て

　
２
月
の
無
料
法
律
相
談

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
無
料
で
法
律
相
談
を
承
っ
て
い

ま
す
。
相
談
ご
希
望
の
方
は
、
各
支
店
・
出
張

所
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

　

２
月
18
日
㈪
午
後
３
時
～
午
後
５
時

　

本
店
（
川
西
）

▼
相
談
弁
護
士　

倉
岡
憲
雄
先
生

▼
相
談
内
容　

交
通
事
故
、
相
続
な
ど

　
２
月
の
無
料
税
務
相
談

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
税
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
無
料
で
承
っ
て
い
ま
す
。
相
談
ご
希
望
の
方

は
、
予
約
制
で
す
の
で
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

　

２
月
20
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

本
店
（
川
西
）�

☎
46
―
３
１
１
２

▼
相
談
税
理
士　

仁
科
孝
先
生

　当ＪＡの秋季農機フェア購入申込
者抽選会が12月26日に本店営農セ
ンターで行われ、厳正な抽選の結果、
金賞（全農商品券５千円）３本、銀賞
（全農商品券３千円）５本が決定しま
した。

平成30年度

秋季農機フェア 
農業機械購入申込者抽選会

「当選者発表」
 ★金賞当選者
　五十嵐　淳さん（南陽市）
　清野安太郎さん（川西町）
　佐藤　隆志さん（長井市）

 ★銀賞当選者
　藤崎　　晃さん（米沢市）
　渡部　　務さん（高畠町）
　笹木　庄伍さん（川西町）
　山田　昭一さん（長井市）
　高石　孝悦さん（長井市）
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年金受給予定のみなさまへ

　参加ご希望の方は最寄りの園芸集荷場の担当
者までご連絡ください。
　また、ご不明な点等ございましたら営農経済
部園芸課（℡：0238-46-5302）までお問い合わ
せください。

米 沢 支 店 TEL.22-0430
米沢北出張所 TEL.36-0211
米沢東出張所 TEL.28-8404
たかはた支店 TEL.52-0057
和 田 出 張 所 TEL.56-3001

南 陽 支 店 TEL.45-3000
赤 湯 出 張 所 TEL.43-3150
沖 郷 出 張 所 TEL.43-2660
川 西 支 店 TEL.42-3125
あ や め 支 店 TEL.83-3511

長 井 出 張 所 TEL.84-1533
西 根 出 張 所 TEL.88-4611
白 鷹 支 店 TEL.85-2126
飯 豊 支 店 TEL.72-2007
小 国 支 店 TEL.62-2092

※詳しくはお近くの支店・出張所へお問い合わせください。

▶開催日時
　平成31年２月５日㈫
　午後１時30分～午後３時30分

▶開催場所
　ＪＡ山形おきたま本店　２階大ホール
　（川西町大字上小松978-1）

▶開催内容
　講　　演　「今後の枝豆消費動向について」
　話題提供　１．��おきたま園芸ステーション施設概要、

利用方法について
　　　　　　２．�枝豆・アスパラガスの生産拡大方針

について
　　　　　　３．�枝豆の導入メリットと作業体系につ

いて
　　　　　　４．�トラクターを利用した枝豆収穫作業

について

「おきたま園芸産地確立フォーラム」の開催のお知らせ
〜おきたま園芸ステーション利用による「枝豆」の産地拡大〜

　平成31年度に「枝豆」「アスパラガス」の広域機械共選施設「おきたま園芸ステーション」が
稼動するにあたり、今年度は「枝豆」を中心に作付け・出荷の拡大を目的に「おきたま園芸産地
確立フォーラム」を開催します。

こんな疑問ありませんか？

最寄りの支店・出張所

無料平成31年３月２日(土)
９時30分〜11時45分　受付時間：９時15分

JA山形おきたま 南陽支店
〒992-0472　南陽市宮内864

開催
日時

会場

ご夫婦やお友達同
士での

ご参加も歓迎です
。

皆様のご参加をお
待ちし

ております。

Ⓒちょリス

お問い合せ・
お申込先

ＪＡ山形
　おきたま

参加料

40名（先着順）
※ 定員になり次第締め切らせていただき

ますのであらかじめご了承願います。

参加者人数

参加申込先

知って得する年金のお話を年金の専門家（社会保険労務士）が
分かりやすく丁寧に解説いたします。

年金セミナー
年金はいつから、

いくらもらえるの
？

年金受取を始めてから
働くと年金が減るって
ほんと？

年金を増やす方法って
あるの？

どんな手続きが
必要なの？

Ⓒちょリス

まだ働くから
年金の手続きは
しなくていいよね？

働きながら年金をもらうと、
給与とどんな調整があるの？

働きながら年金ってもらえるの？損はしないの？

15 お知らせ
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置賜管内の高
校の

取り組みを紹
介します！

おきたまおきたま青青旬旬せいしゅん

今月の表紙 　伝えたい、この 　 い想

　今月号は米沢市の金谷さんのご家族をご紹介します。金谷
さん一家は恵一さんと久枝さんご夫妻、康平さんと美知子さ
んご夫妻、柚季ちゃんと柊吾くんの３世代家族です。
　水稲4.6㌶に「つや姫」と「はえぬき」、「ひとめぼれ」、大
豆2.5㌶、ハウス23㌃で大玉トマトを栽培しています。恵一
さんは今年から家の経営を息子の康平さんに引き継ぎ、株式
会社はたファームの代表として高齢化などで耕作ができない
地域内の大豆作業を引き受けて活躍しています。
　恵一さんは「５年先どうなるかわからない以上、仕事は後
に残さないように気をつけている。これからも経営の引継ぎ
をしっかりと行い、後世につなげていきたい」と話しています。

　南陽高校家庭部は、昨年10月21日に開催された「菊の南陽　なんじょ鍋」（双
松まちづくり推進協議会主催）に出店しました。『平成最後のおしょうしなべ』
と命名し、日頃からお世話になっている地域の方々に感謝の気持ちを込めて、
鶏肉と野菜たっぷりの鍋を作りました。今年度は部員が少なかったため、当日
までの準備に不安がありましたが、お客様に「おいしい」と思っていただける
よう何度も試作を繰り返し、一人ひとり自分の役割を果たすことができました。
　特にこだわったところは、鮭のあらでだしを取ったことです。生臭くならな
いように血合いを丁寧に取り除き、味に深みを持たせることができました。また、
鍋の特色として、食感を楽しめる「もちもち」の手作り白玉だんごを入れました。
　当日は多くの来場者があり、開始と同時にすぐに各出店ブースに行列ができ
始めました。私たちの呼び込みの声も大きくなり、お客様に鍋の紹介をしなが
ら交流を深めることができました。うれしいことに販売終了時刻の１時間前に
は完売することができ、部員全員で喜びました。
　鍋の投票結果は４位と目標にしていた３位入賞には届きませんでしたが、自
分たちで考え工夫して作った鍋を味わっていただけたことに、これまでの苦労
が吹き飛びました。材料の調達から調理、販売までさまざまな方たちの協力を
いただき、感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました！

心を込めて調理中です。

元気に販売しました。

お客様を待たせないように心がけました。

家庭部 「なんじょ鍋」で地域の人たちと交流を深める

山形県立
南陽高等学校

金谷さんご家族（米沢市）

美知子さん　康平さん
恵一さん　柊吾くん　柚季ちゃん　久枝さん

後列
前列

完売することができました！ありがとうございました！
大きな声で
「いらっしゃいませ！」
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